CONTAX WJ DIGITAL 

取扱説明書 















このたびは、コンタックス N DIGITAL をお買い上げいただきありがとうございまず。 
このカメラは3已 mm フルサイズ CCD を搭載したフルフレームー眼レフデジタルカメラで 
ず。従来の3已 mm フィルム使用カメラと同感覚で作品づくりに専念できまず。 

『作品を作るカメラ』であるコンタックスの薑本思想を継承しなが S 、 オートフォーカス 
( AF )/ マニュアルフォーカス （ MF ) を被写体に応じて使い分け、作画意図に的確に巧応で 
をるカメラでず。 

さ5に次のよラな特徴をございますので、ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、正 
しい取り扱いで末永くご愛用ください。 

1. 記録画素数約600万画素3日 mm フルサイズに 4 mm x 3目 mm ) デジタルカメラ 

2. を彩な画質記録モード搭載 

3. 各種ホワイトバランスを搭載 

4. 記録媒体はコンパクトフラッシュ Type I / n 、 マイク □ ドライブに対応 
己.その他（撮影機能） 

①巧角已点測距によるオート選択モード、マニュアル選択モード搭載 
③カールツァイス T * レンズ性能をフルに引き出ず高速シャッター搭載 

③ ピントの合ラ位置を自動のにず5して撮るフォーカス ABC 機能 

④ 撮影領域を}広げるを彩なアクセヴリー群 

《このカメラの取扱い説明は、記録媒体をコンパクトフラッシュで説明していますび、マイク n ドラ 
イブ使用時わ同様の取扱いにな0ます。 


本書の作例写真は説明のためのイメージ写真でず。 


ストラップの取り付けかた 


①吊り環に保護皮を取 
り付けます。 


@兰角 U ングを吊り環 感ストラップを保護皮と王 

に取り付けまず。 角 U ングに通して図のよ 


うにに取り付けます。 



















同捆品について 


初めてご使巧になる前に、次のものび揃っているかご確認ください。万一、足0ないものびあるとをは、 
お買上の販売店にご連絡ください。 

①力六ラ . CONTAX N DIGITAL 

③ストラップ 

感 AC アダプター（仕向地別電源コード付） 

® 充電器 

⑤ 単3お蓄電池 . 4本 

⑥ CCD パラメーターディスク . 本機に搭載する CCD 固有の情報び入っています。 
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安全に関する表示について 


この取扱説0月書では、このカメラをををに使用していただくために、巧のような表おをしています。内容をよくお 
読みいただを、正しく使用してください。 



A を険 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場合に、製品の使用者等び死亡または重 
傷をを負ラ危険性び切迫して想定されることを示します。 




A 警告 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場合に、製品の使用若等び死亡または重 
傷を負ラ可能性び想定されることを示しまず。 




A 注意 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場合に、製品の使用者等び傷善を負ラ危 
険および物め損善の発生び想定されることをおしまず。 




取り扱い上のご注意 

〈カメラ使用上のごま意〉 


么警告 


• 力方ラや電池び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、速やかに電池を取り 
出してください。火がや火傷の原因となりまず。（電池を取り出す際、火傷には十分ご注意くだ 
さい。） 

• カメラを分解、改造しないでください。高電圧びかかり感電ずる恐れびあります。 

• ストロボ撮影時、スト□ボを人の目（とくに乳幼賦に近づけて撮影しないでください。目の近 
くでスト□ボを発光すると視力障害を起こす危険性びあります。 

• 力方ラで、太陽や強い光源を直接見ないでください。視力障害を起こす危険性びあります。 

• 移動しながらの撮該はおやめください。特にファインダーを號をながら移動すると事故の原因に 
なります。 

• 撮該時は被写体に気をとられすざずに、周囲の状況にも十分注意をはらってください。 


A ま意 


• 海岸やほこりのをい所での撮影後は、カメラをよく清掃してください。潮風は金属を腐食し電子 
回路の断線ショートの原因となり、発煙•発义を起こすことをあります。また砂ぼこりは内部機 
構の作動不良を起こしまず。 

• 寒いところから急に暖かい室内に持ち込むと、レンズびくちることびあります。しばらくすると 
くもりは消えまずび、繰り返し行うとレンズやボディ内部に水滴び生じます。水滴は電子回路の 
断線、ショートの原因となり、発煙•発火を起こずことわありまず。急激な湿度変化はでさるだ 
け避けてください。 

• 力方ラは精密な電子機器です。電子回路の断線による発煙•発乂や機構の破損の原因となる落下 
や衝撃は避けてください 

• 海外旅行や結婚式など大切な撮嚴のとをは、前もって作動の確認、またはテスト撮影をして正常 
に記録されていることを確認してか旦使用してください。 


• このカメラは防水機構になっていませんので、雨天や水中では使用でさません。万一水に濡れてしまったとさは、 
早めに当社サービスステーションにお持ちいたださ、点検を受けてください。 

• レンズやファインダー接眼部などにゴ S •ホコ U びある場合は、ブ□ワーで吹を飛ばずか、柔らかいレンズ刷毛で 
軽くもい、指紋などびついた場合はむやみに拭かず、巿販のレンズ紙などで軽く拭いてください。またミラー面の 
ゴミやホコ U は、レンズ刷毛で軽く}ムラ程度にしてください。 

• 本体の汚れを落とすとさは、柔らかな巧などで拭いてください。ベンジンやシンナーなどの有機溶剤は本体破損の 
原因になりますので、絶対に使巧しないでください。 
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• 撮該や再生直後など、カードアクセス LED び点ミ威しているときは、コンパクトフラッシュやマイク□ドライプを 
取り出さないで<ださい。 

• 強力な電磁波を発生させる場所（テレビやスピーカーのすぐ近くなど）では、画憬び乱れて記録されたり、再生画 
傲び乱れることびありまず。 

• 太陽に直接カメラを向けて撮影しないでください。カメラの CCD を損傷しまず。 

• カメラを落下させたときは、が観に異窜びなくてち、巧部び破損していたり、はずれている場合びありまず。必ず 
当社サービスステーションにお持ちいただを、点検を受けてください。 

• カード着脱部の内部には触れないでください。故障の原因となります。 


〈マイク□コンピューターの保護回路について〉 

このカメラは外部の強力な静電気に対して、巧部のマイク□コンピューターを保護するための安全回路を内蔵し 
ています。この安全回路の働をにより、極めてまれにカメラび作動しなくなることびありまず。このよラな場合は 
インスイッチを日 FF にし、一旦電池を取り出して、もラー度入れ直してからご使用ください。 


本製品の機能をフルに活巧していただくためにち、アクセサ U —類は当社製品のご使用をおすずめします。市販 
されている他社製品、あるいは自作の製品を使用して生じた事故や故障については、当社では保証いたしかねま 
す。 


著作権について 

あなたび、実演や興行•展示物などを撮該したものは、個人で楽しむなどの他は、著作権法上、権利者に無断で使 
用できません。なお、実演や興行•展示物などのうちには、個人で楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合びありますのでご注意ください。 


ためし撮りと撮影内容の補償について： 

必ず事前に試し撮りをし、画傲び正常に記録されていることを確認してください。万一本機や記録媒体（コンパク 
トフラッシュまたはマイク□ドライプ)の不具合により、撮影画徹の記録やパソコンへの読み込みび行われなかつ 
た場合の記録内容の補償についてはご容赦ください。 


電液障害自主規制について： 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議尝 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引を起こずことびありまず。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

• 航空機の機内や病院など、使用を禁止された場所ではカメラの電源を OFF にしてください。電子機器などに影 
響を与え事故の原因となりまず。 


〈カメラの保管について> 


A ま意 


■ カメラは湿気やほこりのある場所や防虫剤のあるタンス、実験室のよラに囊品を扱ラところを避 
け、風通しのよいところに保管してくださし電子回路の断線、ショートの原因となり、発煙- 
発乂を起こすことわあります。 


• 暑い場所（夏の海辺、直射日光下の車内など）に長時間おいておくと、コンパクトフラッシュや電池の性能を低下 
させ、力六ラにを悪影響を及ぼしますので放置しないでください。 

• カメラを長期間使わないとさは電池を取り出しておいてください。電池の液漏れなどによる事故を防ざまず。 
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〈表示バネルと液晶モニターについて > 


A 注意 


• 液晶モニターの画面を強くこすったり、強く巧したりすると故障やトラブルの原因になります。 
もしホコリやゴミなどび付着した場合は、ブ□アーブラシで吹さ払ってください。汚れびひどい 
とさは、柔らかい巧やセーム巧などで軽く拭き取ってください。 

• 万一液晶モニターび破損した場合、ガラスの破片などでケガをずる恐れびありまずので十分ごま 
意ください。 

• 液晶モニターの破損により中の液晶び皮膚に付着した場合、すみやかに付着物を拭さ取り、水で 
流し、石驗でよく洗浄してください。また目に入った場合、をれいな水で最低]已分間洗ミきした 
棲、速やかに医師の診断を受けてください。 


• 液晶モニターの特性上、一部の画素で常時点灯あるいは常時点灯しない画素び存在することびありますび故障では 
ありません。また記録される画徹には何ら影響ありません。 

• 屋外では曰差しの加減で液晶モニターび見えにくくなる場をびあります。 


くニッケル水素蓄電池’使用上のごま意〉 


A を険 


• 高湿になる場所（火のそば、ストーブのそば、炎天下など）や引火性ガスの発生するような場所 
での充電■放置はしないでください。発熱、発煙、発火、破裂の原因になります。 

• 電池の （+ ) (—）端子を金属物などでショートさせないでください。発熱、発煙、発义の原因に 
なります。 

• カギ、ネックレス、コインなどの金属物と一緒に保管はしないでください。金属片などと端子び 
接触してショートする恐れびありまず。 

• 火の中に投入したり、加熱しないでください。発熱、発煙、発火、破裂の原因になります。 

• 分解や改造はしないでください。発熱、発煙、発火や電池内の液び目に入り失明などの事故の原 
因になります。万一、電池の液び目に入ったとをはすぐにをれいな水で洗い流してただちに医師 
の治療を受けて < ださい。 

• 充電の際は専巧の充電器を使用して<ださい。専巧の充電器列で充電すると、発熱、発煙、発 
乂、破裂の原因になります。 


A 警告 


• 電子レンジや高圧容器に入れないで < ださい。液漏れ、発熱、発煙、発火、破裂の原因になりま 
す。 

• 液漏れした電池を使巧しないでください。電池内の液び人体に付着すると傷善を起こす恐れびあ 
ります。万一、付着したらすぐにきれいな水で洗い流してください。 

• 破損した電池を使用しないでください。発熱、発煙、発火、感電の原因になります。 


A 注意 


♦水、雨水、海水などにつけたり、篇らしたりしないでください。発熱、発煙、発乂、感電の原因に 
なります。 

• 濡れた電池を使用■充電しないでください。発熱、発煙、発火、感電の原因になります。 

• 幼児の手の届く場所には置かないでください。けびなどの事故の原因になりまず。 

• 強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。液漏れの原因になりまず。 

• できるだけ、常湿 （20 で+已で）でご使用ください。夏期や鲁期、閉め切った車内に放置するな 
ど極端な高温や低温環境では電池の容量び、低下し使用でさる時間び短くなります。また、電池 
の寿命も短くなります。 

• 電池を使用しない場合には、湿気のかない場所に保管してください。 


M . hJU こッケル水素 S 電ミ也 

る夕 Ni - MH 使酿は I 」サイクルへ 
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〈巧電器および AC アダプター-使用上のごま意〉 


A 警告 


• プラグの掠さ差しび不完全な状態で使わないで < ださい。接軸不良により発熱し、火災や感電の 
原因になります。 

■ コードを加工したり無理な力を加えたりしないでください。コードび傷つき火災や感電の原因に 
なりまず。な線び露出するほど痛んだ場合は使用を中止し、ご購入店または当社サービスステー 
シヨンにご相談ください。 

• カバーをはずしたり、分觸、修理、改造しないでください。感電する危険びあります。 

• プラグにほこりびついた状態で使用したり、金属を近づけたりしないでください。電気び金属を 
伝わり、火災や感電の原因になります。ほこりびたまったときは、プラグをコンセントから抜き、 
ほこりを取り除いてください。 

■ 煙や異臭、異音びでたり、落下、破損したとさは使巧を中止してください。そのまま使巧すると 
火災の原因になりまず。そのような場合は、ご購入店か当社サービスステーシヨンにご相談くだ 
さし、。 

• 家庭用電源コンセント （AC100V 巳 O/eOHz) じ(がはつなびないでください。指定がの電圧や 
電源で使用すると火災や感電の原因になりまず。 


A 注意 


• 充電器および AC アダプターは必ず専巧品をご使用ください。指定がの充電器や AC アダプター 
を使用すると思わ说事故や火災の原因になることびありますのでご注意ください。 

• コードを無 i 里に折り曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、継ぎ足すなどは絶対にしないでくだ 
さい。 

• 磊れた手で充電器や AC アダプターを掠き差ししないでください。感電する恐れびあります。 

• コンセントからの拖さ差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを引っ張るとコードび 
傷ついたり断線したり火災や感電の原因になることびあります。 

• 充電器および AC アタプターの傷、断線、プラグの接触不良などにお気づをのと さは 使用を中止 
して早めにご購入店 または 当社 サービスステーション にご相談ください。 


• AC アダプターは長時間使用すると若干熱を持ちますび、故障ではありません。 

• 長時間使巧しないと击はま全のため先に力 ラ側のプラグをカメラ本体から抜去、その後コンセント側のプラグを 
掠いてください。 

• カメラに電池をセットした状態で AC アダプターを使ラ場合、カメラの電源を OFF にして冉 C アタプターの旅き差 
しを行ってください。 

• この AC アダプターは、本機専巧です。火災や感電の危険防止のため、指定されたデジタルカメラがには使用し 
ないで < ださい。 


キ巳 ompactFlash (コンパクトフラッシュ）は、 SanDisk Corporati 加の商標です。 

* Windows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 

* Micro Drive は米国 International Business Machines 社の商標です。 

* 全ての尝社名、ブランド名または商品名は、それらの所有着の登録商標または商標です。 
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細のを敬 


露出補正ダイヤル□ック辭除ボタン （P 已日) 
露出補正ダイヤル （P 己 9) 一… 

露出冉巨 C レバー CP61) - ■ 


アクセサ U- シュー （P68) 
一 専用スト□ボ接点 （P 巨 8) 
ダイレクトX接点 （P72) 


ドライプボタン （P24)- 


シャッターダイヤル （P 己 4) 


トップ表おパネル (P12) 
トップライトボタン （P ]3) — 


吊り環 ( P2) 

メインスイッチ CP23) 
シャッターボタン （P23)- 

フ□ントコマンドダイヤル 
CP2 己） 

セルフタイマー LED 
CP64) 


露出チェックボタン （P] 已）- 
AF 補助光 CP 32) - 



シャツ ターダイヤル □ツ ク解除 
ボタン （P74) 


露出モードレパー 
(P 巳0、已3、 92) 

レンズ指標 （P18) 


測光レバー (P41) 


レンズ取り列しボタン 
(P 18 ) 


スク U- ン交換つめ (P102) 
マウント （P18) 


絞り込みボタン （P 目己) 



力ードアクセス LED (P19、45) -縦位置シャツターボタン （P28) 
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力ードカバー開放ノブ (P19) 


シャツター□ツクレバー (P28) 































































































液晶ビューファインダー用接点 （ P 98) 


接眼リング ( P 18) アイカップ F -4 ( P 18) 


ファインダー接眼部 （ P 14) - 
アイピースシャッター （P 巨 4) 


露出モード□ックー 
解除ボタン 
( P 已0、己3、 92) 


D 侶 PLAY ボタン 
( P 2 巨） 

砸（消ま )/ MENU 
ボタン CP 27) 

液晶モニター 
( P 20、107) 



U ア表示パネル （ P 13) 
=脚ねじ穴 



視度調整ダイヤル ( P 18) 

マニュアル選択レバー （ P 31) 

才ート選択レバー ( P 30) 

フォーカスダイヤル （ P 32) 

フォーカスボタン （ P 37) 

W . BAL /^ J 缺恐ボタン 
( P 26) 

も/巨 ACK ボタン ( P 26) 

-縦位置オート選択レバー 
( P 28) 

縦位置マニュアル選択 
レバー ( P 28) 

縦位置フオーカスボタン 
( P 28) 


U アライトボタン （ P ]3) 
モードダイヤル□ック辭除ボタン （ P 2 已） 
モードダイヤル （ P 2 已） 
リアコマンドダイヤル （ P 2 已） 


測光レバー （ P 41) 


デジタル端子カバー 
( P 96) 

ケーブルスイッチ-- 
ソケット （ P 9 日） 


シンク□ターミナル 
( P 72) 

電池ホルダー ( P 17) 



電池ホルダー着脱ノブ ( P 17) 
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表を J た^、ルおよびファインダ ー I 


〈トップ表示パネル〉 



撮影巧能コマ数- • ——— 
カウンター ( P 49) 

セルフタイマー時間 （ P 巨 4) 
露出冉日 C 、 フォーカス A 巨巳 
撮影順序 （ P 38、60) 
バルブ時間 （ P 己 8) 


ドライプモード （ P 吕 4) 

•セルフタイマーモード （ P 巨 4) 
(10 砂、2秒） 

• 1コマ撮影モード （ P 24) 
♦連続撮影モード ( P 24) 


EIEI 


明助 
阳 

c-e 


W 疏とがとが 


>■< 




フオーカスフレーム 
選お表示 

■ 才ート選択モード CP 30) 
■マニュアル選択モード （ P 31) 


露出補正値 （ P 己日、 74) 
• ]/3 EV 表示 


撮影時電池容量 （ P 17) 


絞 D 値 （ P 己 3) 
シャツタースピード CP 已 4) 
撮影感度 （ P 己日） 
カメラカスタム 
フアンクシヨン （ P 日 1) 


• ]/2 EV 表示 
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(表示内容は巧の通りでず。この図は説明のために全情報を表示したちので実際の表示とは異なります。） 


〈リア表示パネル〉 


ホワイトバランス- i 

設定 CP 51) I 

•ワンプッシュプリセット I 
• 既定値 I 


記録方式 （ P 49) 

• RAW 

• TIFF 
•」 PE 白] 

•」 PE 白2 
•」 PE 白3 


-デジタル機能 

カスタムセット CP 日 3) 


PRESET 

AUTOr : ミ爲 

tititm k 


RAWTIFFJPEG 123 

EIEIEIEIc^ 


abI 


撮影巧能コマ数カウンター （ P 49) 


力ード在否 ( P 107) 


再生時電池容量 （ P 17) 


〈表示パネルの照明> 

表示パネルには照明機能び付いています。 "UGHT" ボタンを巧すたびに照明はついた0消えたりしま 
す。暗い場所での撮影などで表示パネルび見えにくいときなどにご利用ください。 

• 表示パネルび照明されている間に他のダイヤルやボタンを操作すると照明時間は延長されます。撮影開始と同時に 
表示パネルの照明は消えます。 
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(表示巧容は次の通りです。この図は説明のために全情報を表示したもので実際の表示とは異なります。） 


〈ファインダー内表示〉 


スポット測光範囲 
(画面中央部約 03 mm ) CP 41) 


フォーカスフレーム （ P 3 日） ■ — 
• オート選択モード ( P 30) 
•マニュアル選択モード （ P 31) 



撮影巧能]マ数 - 

カウンター ( P 4 日） 

セルフタイマー時間 （ P 已 4) 
露出 ABC 、 フォーカス冉巨 C 
撮影順序 （ P 38、60) 


ーフオーカス表示 （ P 32、 3巨）!一露出メーター （ P 1 己、已 7) 


点な：合焦 
点口：後ピン 
"ィ"点灯：前ピン 
"► V 点滅：合焦不能 


— 露出補正値 （ P 已 9) 
• 1 /3 EV 表示 
• 1 /2 EV 表示 
一 測光差 （ P 1 日、 91) 


露出 ABC モード 
(P 邑 0) 


フオーカス A 日 C モード 
( P 38) 

測光モード ( P 41) — 
• 評価測光 
• 中央重点平均測光 
• スポット測光 
冉田ック ( P 62) —— 





MMVPIV 

日 


igggflhin 


絞り値 （ P 己 3) マニュアル露出 （ P 日 7) 

露出補正 （ P 日9)- 

シャツタースピード CP 已 4) 

スト□ボマーク （ P 巨 8) 
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ファインダー内表示は、ピント合わせ状況、絞り、シャッタースピード、などの表示の他に、露出^一 
ターや撮影巧能コマ数カウンターなどび表示される、情報集中ファインダーです。 

ファインダー内表示は、次の操作をしたときに表示され、]日秒間表示したあと自動的に消える省電設 
計になっています。 

①六インスイッチを日 N したとき。 

③六インスイッチ日 N の状態で、露出チェックボタンを巧したとをおよび、シャッターボタン半巧し 
で表示されます。 

また表示中にダイヤル等を切り醬えたときは、表示はさ5に1目秒間延長されます。 

• 表示時間（パワーホールド時間）を変更することびできまず。 （ P 91) 

• 次の場合はファインダー巧表示び消口します。 

"撮影中"、"電池容量無し’、"露出モードレバーを ISO または CF に設定しているとを"、モードダイヤル"[£]"、 
" GSM 。、" SETUP " 設定時。 


露出 メーター について 

ファインダー内露出メーターは、露出モードにより次の表示をします。 

①オート露出撮影 （ Tv 、 Av 、 P モード）：露出捕正値を表示します。 

@お買い上げ時には"評価測光"時の麗出—ター表示も r 露出補正値」表示になっていますび、 
ファインダー内露出メーターを評価測光と中央重点平均測光との差、あるいはスポット測光 
との差の表示に変更することびでさます。 （P91) 

感 マニュアル露出撮影" M" 及びスト□ボ撮影"X":露出設定値と設定した測光モードでの適正露出 
との差を表示します。 

⑤ バルブ撮影：表示されません。 
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7 . 巧電のしかた 


巧電方法は同栖巧電器の取扱説明書をご覧ください。 

• ニッケル水素蓄電池は出荷前には充電されていません。カメラに装慎する前に必ず充電して下さい。 
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電池ホルダー着脱ノブを起こし、矢印ち向に回 
して電池ホルダーを取りはずします。 



2 



〇電池ホルダーに、充電済みのニッケル水素蓄電 
ム 池を取り付けまず。 

電池ホルダーの表示に従って、電池の+— を正しく取0付 
けします。 

• 充電方法は付属の充電器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• 単3形アルカ1」乾電池は電池容量びかないので使用でさません。 

3 電池ホルダーをカメラに装填し、着脱ノブを時 
計回りに回して固定しまず。 

• 着脱ノブは倒して元の位置に収納してください。 

• フル充電した蓄電池でち、連続撮影中および低湿の撮該において 



-時的に電圧び低下し‘亡3"や‘‘ I "び点なすることびありま 
ず。このよラなとさには、メインスイッチの OFF 林 ON を2〜 
3回くり返してください。この操作でや‘‘ I "び点なすれ 
ば電池容量は十分あります。 


屋内での長時間撮影では付属の AC アダプターのご使 
用をおずずめします。が部電源ソケットに接続してくだ 
さい。 


〈電池の容量確認〉‘‘ 4^" 電池マークの意味は次の通りです。 


電池容量表示 

表示の意味 

撮影時 

再生時 


圖 

電池の容量は十分でず。 

cm 

图 

電池の容量びかなくなっています。 

cm 

(点滅） 

白 

蓄電池を充電してください。 

CZ ] 

(点滅） 

Q 

カメラは作動しません。 
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3. レンズの取り巧けかたと取りがしかた 




〈取り付けかた〉 

1カメラのボディキャップとレンズのをキャップ 
1を夕I•しまず。 


〇レンズのマウント指標をカメラのレンズ指標に 
I- 合わせてはめ込み、時計ち向に"カチッ"と音が 
して止まるまで回して取り付けます。 

• レンズはコンタックス N マウントレンズをご使用ください。 

• マウントアダプター NAM -1 を併用すると、コンタックス日4已 
システムのレンズび使巧でをます。 （ P 100) 

〈取り外しかた〉 

レンズ取り外しボタンを巧しなび6レンズを反時計 
ち向に止まるまで回し、前方に引き出してがしまず。 


• レンズ着脱の際、レンズ面やボディ内部に触れないでください。 
またホコ U などのをい場所での着脱は避けてください。接触不良 
による誤作動の原因になりまず。 


4. 視度調整のしかた 




このカメラには視度調藝機構が内蔵されていまず。 
視度調藝ダイヤルを回して、ファインダー内フォー 
カスフレームがはっきり見えるよラに調整してくだ 
さい。 

調整範囲は一 3.0 D 〜 + 1.0 D (ディオプター）です。 

• カメラの視度調整機構の範囲内で視度調整びでさない場合は、別 
売りの視度補正レンズ FM タイプをご利巧ください。 


視度調整範固は次のようになります。 


視度補正レンズ 

なし 
FM - 3 
FM 十2 


調整韓囲 

— 3.0 D 〜+ 1 .0 D 

— 6.0 D - 2.0 D 

一1 .0 D 〜十 3.0 D 


〈視度捕正レンズの取り付けかた> 

カメラの接眼 U ングを外して視度補正レンズをねじ込みま 
す。 
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5. コンパクトフラッシュの入れかたと取り出しかた 



〈入れかた〉 

1カードカバー開放ノブを起こして矢印方向へ回 
1し、カードカバーを開けまず。 

〇力ードイジェクトノブが巧し込まれていること 
ム を確認して、コンパクトフラッシュを力ード室 
に差し込みまず。 

コンパクトフラッシュのマーク面を液晶モニター側 
にして、まっすぐに止まるところまで差し込んでください。 
• カードイジェクトノブびせり上びっているときは、ノブを押し込 
んでからコンパクトフラッシュを差し込んでください。 

• コンパクトフラッシュび途中までしか差し込めないとをは無理 
に巧し込まないでください。カメラ本体破損の原因になります。 

〇カードカバーを閉めまず。 

カードカノ く一開放ノブは、倒して元の位置に収納してくだ 
さい。 




カードイジェクトノプ 


〈取り出しかた〉 

カードアクセス LED 点滅中は、絶対にコンパクトフ 
ラッシュを取り出さないでください。記録できなかった 
り、記録データやカメラ本体を破損ずる原因になりま 
ず。 


1 力ー ドカバーを開け、カードイジェクトノブを 
1巧ずとカードイジェクトノブがせり上がりまず。 


2 


コンパクトフラッシュ 



再度カードイジェクトノブを押してコンパクト 
フラッシュを取り出しまず。 


• 力ードイジェクトノブを押すとコンパクトフラッシュびみし出 
てさまずので、指でつまんで引を出してください。 

コンパクトフラッシュのフオーマツトは P 83 をご覧く 
ださし、。 
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〈コンパクトフラッシュおよびマイク □ ドライブ使用上のごま意〉 

• コンパクトフラッシュおよびマイク □ ドライプは非常に精密にできています。落としたり曲げたり、強い衝撃や振 
動を与えないでください。記録されている画撒び壊れる原因になりまず。 

• テレビやスピーカーなど磁気を帯びたものや静電気を発生しやすい場所で、使巧■保管はしないでください。記録 
されている画傲び壊れる原因になります。 

• コンパクトフラッシュやマイクロドライブに液体をこぼさないでください。使用不能になる原因になりまず。 

• 大切なデータを守るためにケースなどに入れて保管してください。 


6. 液晶モニターの明るを調節 


DISPLAY ボタン 



U アコマンドダイヤル 



明るさ目盛り 


撮影をの REC レビュー時や再生時の撮影画像確認 
中など、液晶モニターに撮影画像が表示されている 
とさに明るさの調藝がでをまず。 


1 D 旧 PLAY ボタンを巧しなが SU アコマンドダ 
イヤルを回ずと、"輝度調整"モードになりま 
ず。画像を見なが S 明るさを調節しまず。 

モニター内には明るさの目盛りび表示されます。 


2 


D 旧 PLAY ボタンか5指を離ずと調節した巧る 
さで固定します。 


20 



















7. 日が•時刻の設定 






3 

4 



"時， "分" 




日付没!を 


04.15. 2002 
14 : 46 

年月日ち百^日月年 


1メインスイッチを ON にし、モードダイヤル 
1□ック解除ボタンを巧しなが5モードダイヤル 
を "SETUP" にします。 

あ晶 モニター に "SET-UP" 項目び表示されます。 

2 リアコマンドダイヤルを回して青窓を動かし、 
13項目の"日付設定"を選択して "♦J" ボタ 
ンを巧します。 

液晶モニターび曰付設定表おにな D、 年表おび青窓表示に 
なります。 

3 リアコマンドダイヤルを回して"年"を合わせ、 
"♦J" ボタンを巧しまず。 

A 青窓表示が"月"表示に移動しまずので、 U アコ 
マンドダイヤルを回して"月"を合わせ "♦J" 
ボタンを巧しまず。 

• " BACK " ボタンを押すと■年"表示に戻ることびでをます。 

5 同様にして"日""時""分"を合わせて巧定しま 
す。 


f ： 青窓表示び"年月日"表示に移動しまずのでリ 
U アコマンドダイヤルで"年月日""月日年""日月 
年"のいずれかを選んで " aJ " ボタンを巧しまず。 

モニター表示び元の"日付設定"表示に戻ります。これで 
曰付設定び完了でず。 

• 設を途中で " MENU " ボタンを押ずと、変更前の設をに戻りま 
す。 

• ' BACK " ボタンを巧して “ SET - UP " メニュー表示に民したと 
をちをを前の設定に戻りまず。 


21 




































IRS 前の 
笔備と操作確認 

甚本的な操作 


7 . メインスイツチについて 



メインスイッチは電源の日 FF、ON および AEUAE 
□ック）の切り換えを巧いまず。 

• 誤作動を防ぐため、メインスイッチはク U ックの位置に止めてご 
使巧 < ださい。 

OFF： 赤 マークが 見えないとを 

力方ラの電源び切れ、日 FF のが態になっています。 

ON : 

力方ラの電源び入ります。 

AEL： 

逆光での撮影や、動く被写体を一定の露出で連続撮影する 
など、露出を固定 （AE □ック）したいときに使います。（詳 
しくは P 蛇参照） 


2. シャツターボタンについて 



シャツターボタンの操作は2段階になつていまず。 
シャツターボタンを半巧しずると、ファインダー内 
表示が点なし、オートフォーカスや測光機能び作動 
しまず。さ S にシャツターボタンを巧し込む（を巧 
し）とシャツターび切れ撮該び行われまず。 


• コンバクトフラッシュを入れる前に、実際にシャッターボタンを押して、半巧しの感覚をつかんでください。 
• シャッターボタンはカメラぶれ防止のためにち、指の腹で静かに押してください。 
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ドライブモードの切り替えかた 


撮影目的に応じて、次のドライブモードを選ぶことびできます。 

" S " ……1コマ撮影 

シャッターボタンを押すごとに]コマ分撮影されます。 

" C " ……連続撮影 

シャッターボタンを押している間、最高約3コマ/秒の連続撮影びできます。（撮影コマ速度は、シャッ 
タースピードや撮影感度、記録方式、使巧する電池の状態などにより変化します。） 

"& 2 ""のの"……セルフタイマー撮影 

セルフタイマー撮影になります。詳しくは P 日4をご覧ください 





’ •り? 


f 5.5 

い。。 

1[] C 〕 

二い二の 

L -… 




1ドライブボタンを巧ずとドライブ設定モードに 
1なりまず。 

トツプ表示ノ f ネルに全ドライブモードび表示され現在選択 
されているドライブモードび点滅します。 

〇フ□ントコマンドダイヤルを動かして希望のド 
^ライブモードを点ミ威させまず。 

コマンドダイヤルを動かすとドライブモードび次のよラに 
切り誓わります。 

" S — 一" C " 一 ぶ 2 ’’ 一 "のの" 

〇ドライブボタンを巧ずとドライブモードび確定 
し、表示パネルは通常の表示に戻りまず。 
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4. フロントコマンドダイヤルについて 



フ□ントコマンドダイヤルは"撮影"モードにおい 
て次の機能選択に使用しまず。 

① ドライブモードの選択 （ P 24) 

② 撮影感度選択 （ P 日日） 

感撮影操作時の CF (カスタムフアンクシヨン）機能選択 
( P 92) 

® シャツタースピードの選択 （ P 74) 

⑥霞出補正量の選択 （ P 74) 


5. モードダイヤルについて 



モードダイヤルモードダイヤル 
□ック解除ボタン 


モードダイヤルは次のモード切り曾えに使用しまず。 
モードダイヤル□ツク解除ボタンを巧しなが己、 
モードダイヤルを回して切り誓えまず。 

①"〇"(撮霞）モード ( P 43) 

③■囚"（再生）モ-ド （ P 76) 

③ デジタル機能の " CSM " (カスタム）モード （ P 93) 

④ " SETUP " (セットアップ）モード' ( P 86) 

⑥ " PC " (バソコン）モード （ P 96) 


色. U アコマンドダイヤルについて 



リアコマンドダイヤルは次の切り替えに使用しまず。 

① "〇"モード時： W . BAL 設定値 （ P 51) /記録方式 
( P 4 目）/画儘消去 ( P 47、 79)/ズーム表示位置の選 
お 

② "回’’モード時：]マ送り煩し） ( P 76) /消ま画憬 
選択、マルチ表示時再生画像選択、ズーム表示位置選択 

感 " CSM "、" SETUP " モード時：各機能や内容の選択 
( PS 曰、 93) 

④液晶モニターの明るさ調節 （ P 3 日） 
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/ BACK ボタンについて 



"イ; ’/ BACK " ボタンは次のときに使用しまず。 

① " 〇"モード時：記録ち式の選択 ( P 49)、 カスタム" A " 
選択 （ D に PLAY ボタン併用） 

@その他のモード時：前の階層または内容に戻す時 


扫. W . BALy^J (ミ夫定)ボタンについて 



" W.BAL (ホワイトバランス ） /*J (決定)"ボタン 
は次のときに使用しまず。 

①"〇"及び " PC " モード時； 

ホワイトバランス既定値の変更設定と選択後の確定、力 
スタム"目"選択 （DISPLA 丫ボタン併用） 

@その他のモード時：機能-内容の"決定" 


9. DISPLAY ボタンについて 


D に PLAY ボタン 



DISPLAY ボタンは次のときに使用しまず。 

①"〇"モード時： REC レビュー表示時のズーム表示/ 
ヒストグラム表示/標準画像表示の切0誓え、非表示設 
定時の REC レビュー表示、カスタム" A " /" 目"の切 
り醬え（他のボタン併用） 

@ "回"モード時：撮影情報表示/ズーム表示/ヒスト 
グラム表示/標準画像表示の切0誓え 
③液晶モニターの明るさ調節 （ U アコマンドダイヤル併用 
P 20) 
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70 . 雨（消去）/ MENU ボタンについて 



喃（消去）/ MENU ボタンは次の用途に使用しま 
ず。 

①レックレビュー表示時：撮影画像の消去 
感 再生時：1コマ消ま/全コマ消去/プ□テクト/マルチ 
表示 （9 画面表示）の切0誓え 


7 7 . カゾラの構えかた 



ピントが合った美しい写真を撮るためには、カメラをしっかり構えることが大切でず。ピン 
卜が悪い写真のをくはカメラぶれが原因でず。 

カメラは横位置の他、状況により縦位置で構えますび、いずれを自分にあった姿勢を研究してください。 
建物や木立などを利用して身体やカメラを支えることち効果的な方法です。 


このカメラは、縦位置専用のシャツターボタン/コマンドダイヤル/才ート選択レバー/マ 
ニユアル選択レバー/ フォー カスボタンを装備していまず。縦位置撮影時にカメラをしっか 
りホールドしなび5撮彰ずることができまず。 

• 暗いところの撮 R などでシャッタースピードび遅くなるとさは、カメラぶれ防止のため兰脚をご使用ください。 
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72 -縦位置撮該について 


このカメラは、縦位置撮影に便利な、専用のシャツターボタン/コマンドダイヤル/才ート 
選択レバー/マニュアル選択レバー/フオーカスボタンを装備していまず。縦位置撮影時に 
カメラをしっかりホールドしなが6撮影ずることができまず。 


縦位置 

コマンドダイヤル 



縦位置 縦位置 

オート選択レバー シャツターボタン 



マニュアル選択レバー 


〈縦位置撮影のしかた〉 

メインスイッチを " ON " にし、シャッター□ックレ 
バーを矢印方向に止まるまで回しまず。 

これで、次に説明ずる縦位置専用のダイヤルやボタ 
ン類が使用でさるよラになりまず。 

• シャッター□ックレバーの ON/OFF にかかわらず、下表のよう 
に各ボタン•ダイヤル•レバーは操作できます。チャンスに応じ 
て縦位置、横位置をご使用ください。 


シャッター□ックレバー ON / OFF 時の操作表 

シヤッター 
□ツクレバー 



ON 

OFF 

縦位置シャツターボタン 

〇 

X 

シャツターボタン 

〇 

〇 

縦位置コマンドダイヤル 

〇 

X 

フ□ントコマンドダイヤル 

〇 

〇 

縦位置フオーカスボタン 

〇 

X 

フオーカスボタン 

〇 

〇 

縦位置オート選択レバー 

〇 

X 

オート選択レパー 

〇 

〇 

縦位置マニュアル選択レバー 

〇 

X 

マニュアル選択レバー 

〇 

〇 


〇 :操作で定ます。 

X :操作で击ません。 
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準備と操か確認 


ピント合わせ 

このカメラのピント合わせは、力^ラび自動的に巧ラオートフォーカス (AF) と手動で 
巧ラマニュアルフォーカス （MF) びありまず。 

AF には、静止している被写体の撮影など一般的な撮影に便利な "SAF" (シングル AF) 
と、動さのある被写体を連続的に追う場合に便利な "CAF" (コンティニュアス AF) び 
おります。 

また AF 時のピント合わせ範囲（フォーカス範囲）は、一般的な撮影に便利な、ある範囲 
の中でピントをわせを巧ラ"オート選択モード"と、選択されたポイントで的確にピント 
を含わせる"マニュアル選択モード"があります。 

さ日に、次のよラな機能わ搭載していますので、撮影意図に合わせてご活用ください。 
① "SAF" 時のフォーカス□ック状態か5レンズの距離 U ングを手で回すと、自動的に 
マニュアルフォー カスに切0誓わる『デュアル フォー カスメカニズム』 （P33) 

③ "MF" 時にフ ォー カスボタンを押すと、巧している間オートフ ォー カスによるピント 
合わせを行う『ワンショット•オートフ ォー カス』機能。 （P37) 


7 . フォーカスフレー ムの選択 


フオーカスフレーム 



この力ラは画面中央のフォーカスフレームと、対角線上 
に配置された4つのフォーカスフレームを持っています。 
フォーカスフレームの選びちは、被写体の位置に応じて複 
数のフォーカスフレームの内、力ラび適切なフォーカス 
フレームを自動選択する"才ート選択モード"と任意の] 
力所を選択する"マニュアル選択モード"びあります。 
オート選択モードには、日つのフォーカスフレームか5適 
切な1力所を選ぶ方法と、上下•左ちの隣り合ラ2力所の 
フォーカスフレームか5適切な]力所を選ぶ方法びありま 
す。また才ート選択モードを切り誓える操作をしたとさ選 
おしたフォーカスフレームび一瞬ホく照明されます。 

♦フォーカスフレーム選択後は必ず □ ックしてください。不巧意に 
触れてフォーカス位置び変わるのを防ぎます。 

〈オート選択モード〉 

オート選択レバーを矢印方向に動かす毎に、自動選おする 
フ ォーカ スフ レームび 図のよラに切り誓わりまず。 

• マニュアルフォーカス時は設定できません。 

スナップ撮影や旅行のとさなどの一般的な撮影 
に適しています。已つのフォーカスフレームの 
中から力方ラび自動的に適切なフォーカスフ 
レームを選びます。 

画面の端を等距離の被写体び占めている構図に 
適しています。選択した2つのフォーカスフ 
レームの内、撮影距離の近いちを選択してピン 
卜含わせをします。 



"I~^ 
1_ iU 


〈縦置 オート 選択 レバーに よる切り替え〉 オート選択モードの切り誓え 


縦位置オート選巧レバーを使用したとさは自動 
選択するフ オーカ スフレームび図のよラに切り 
醬わります。 
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〈マニュアル 選択 モー ド〉 


CD 


[] 


CD 


'[] 


[] 



フオーカスフレーム 
(己ケ 所の内] ケ 所を選択) 



〈マニュアル選択モード〉 

マニュアル選択レバーで任意のフ オーカ スフレームを選択 
します。対角線上のフ オーカ スフレームへは、その方向へ 
レバーを倒します。中央のフ オーカ スフレームを選ぶとさ 
は、レバーをプッシュします。選択したポイントで的確に 
ピント含わせを行いたいとさに適します。 

〈選択したフレームの □ッ ク〉 

選択したフレームび不用意に動かないよラに□ックするこ 
とびでさます。 

才ート選択レノ（一を "LOCK" の位置に含わせてください。 



表示パネル（表示例） 

1。1 

1 +1 

い] J 

1 1 

オー ト選択 

マニュアル選択 
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2. 才ートフォーカスによるピント合わせ 


フォーカスダイヤルび" SAF "、" CAF " のときシャッターボタン半押しでオート フォー カスび作動しま 
す。シャッターボタンの半押し時に選択されているフォーカスフレームび一瞬赤く照明されます。また 
測距の後、ピントを含わせたフレームび一瞬ホく照明されます。 




1フ オー カスダイヤルを、" SAF " シングルオート 
1フ オー カス）または" CAF " (コン テイ ニ ユア ス， 
オートフ オー カス）にセツトしまず。 

〇フオー カ スフレー ムを選びまず。 


オート選択レバーまたはマニュアル選択レバーでフオーカ 
スフレームを選び□ック（固定）します。 


〇ピントを合わせたい被写体に、選んだフォーカ 
^ スフレームを向け、シャッターボタンを半巧し 
しまず。 

自動的にピント合わせび巧われ、ピントび合うとファイン 
ダー内の含焦マーク"♦-び点灯します。 


4 


そのままシャッターボタンを巧し込んで撮影し 
て < ださい。 


AF 補助光について: 被写体び暗いときやコントラストび低くピ 
ントび合わせにくい場合は、自動的に冉 F 補助光を被写体に照 
射して AF の精度を高める機構になっていまず。このとさの照 
射部は画面の中央になります。 

AF 補助光の有効距離は約日 m です。 


ぐ‘ SAF " シングルオートフ ォー カス〉 

静止している被写体の撮影など一般的な撮影の場合におずずめしまず。 

シャッターボタン半押しでピント合わせを巧い、一度ピントび含うとその位置でピントを固定（フォー 
カス□ック）します。 

• ピントび合ラとシャッターび切れ、ピントび合わないとシャッターび切れません。 

• ピント合わせびでさないとを （"► ィ"点滅）は、等距離にある別の被写体でフォーカス□ックして撮該してくだ 
さし、。 ( P 34) 

• V ィ"点滅中でも、シャッターチャンス優先で撮影したいときは、フォーカスボタンを押しなびらシャッター 
ボタンを巧してください。シャッターを切ることびでさます。 

• ドライプモードび" C " (連続撮影）の時は、最初の写真でピントび固定し、そのピント位置での連続撮影になりま 
ず。 
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〈デュアルフオーカスメカニズム〉 

フオーカスモードび "SAF" のとさ、含焦マーク" ♦" び点灯中に手でレンズの距離リングを回す 
と、自動的にマニュアルフオーカスに切り誓わり、ピントの微調整をすることびでさます。 


ぐ ‘CAF" コンティニユアス•オートフォーカス> 

動きのある被写体を連続的に追う場合におずずめしまず。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピントを合わせ続けます。ピントび合っていることを 
確認して撮影してください。 

• 連続撮影で"では]コマごとにピントを合わせ続けなびらの連続撮該になります。 

• V ィ"び点ミ威し、ピント合わせびできないときでをシャッターボタンを巧すとシャッターび切れまず。 

• 被写体の動をや変化により、ピント合わせび連続撮影に追従でをない場合びあります。 


〈フオーカスモードとドライブモードの関係〉 


フ オー カスモード 

ドライブトド 

"SAF" 

(シングル • 才ート 
フォーカス） 

"CAF" 

(コンテイニユアス • 

才ートフォーカス） 

(マニュアル 
フォーカス） 

"S" 

1コマ撮影 

シャッターボタン半押 
しでピント含わせを巧 
し、一度ピントびをラと 
その位置でピントを固 
定（フォーカス□ック） 
します。 

• ピントび合わないと、 
シャッターび切れませ 
ん /。 

シャッターボタンを半 
押ししている間、連続し 
てピントを含わせ続け 
ます。 

■ ピントび合わせびでさな 
くてをシャッターを切る 
ことびでをます。 

手でレンズの距離リン 
グを回してピント含ね 
せを行います。 

"C" 

連続撮影 

ピントをわせは1コマ 
撮影と同じ。 

連続撮影時は最初のコ 
マ（写真）でピントを固 
定しての撮影にな0ま 
す。 

ピント含わせは1コマ 
撮影と同じ。 

連続撮影時は、1コマご 
とにピントを含わせ直 
します。 

ピント含わせは]コマ 
撮影と同じ。 
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〈フオーカス□ック〉 

才ートフオーカスのとさ、構図によってピントを合わせたい被写体びフオーカスフレームか5はずれる 
場合には、次のようにしてピントを固定（フォーカス□ック）して撮霞します。 



■ "SAF" シングルオートフォーカスのとを 

1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレームを向けシャツターボタンを半巧ししま 
ず。 

ピント合わせび行われ、ピントび合5とファインダー内合焦マーク" ♦" び点打し、その位置でフォー 
カス□ックされます。 


シャツターボタンを半巧ししたまま写したい構図にカメラを戻し、さ5にシャツターボ 
タンを巧し込!んで撮霞しまず。 


• シャッターボタンを半押ししている間はピントは□ックされていますので、カメラの向をををえてちピントはをね 
りません。 

• フオーカスロックは、シャツターボタンから指を離すと解除されまず。 


■ "CAF" コンテイニユアス•才ートフォーカスのとさ 

1ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレームを向け、シャッターボタンを半巧しし 
1まず。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピントを合わせ続けます。 

2 フアインダー内合焦マークび点むしていることを確認して、フォーカスボタンを巧して 
<ださい。 

フォーカスボタンを巧したところで フォー カス□ックします。 

3 フォー カスボタンを巧したまま写したい構図にカメラを戻し、さ5にシャッ ター ボタン 
を巧し込んで撮霞しまず。 

• フオーカスボタンを押している間、ピントはロックされていまず。 
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〈オートフオーカスの苦手な被写体〉 

才ートフ オー カス機能を使ってち、次のよラな被写体はピント合わせび難しいので、" ► ◄" 合焦不 

能 マー クび点滅することびあります。このようなときは、フオーカス□ックを利用して、等距離にある 
別の被写体に一度ピントを合わせてか5撮影を行ラか、マニュアルフオーカスでピント合わせを巧って 
<ださい。 

①非常に明るいか非常に暗い被写体。 

③ 被写体の コン トラストび極度に低いとさ。 

感フオーカスフレーム部やその周辺に太陽光などの強い光源びあるとき。 

④ フオーカスフレーム内に極度に距離の違ラ2つし U 上の被写体び共存するとを。 

⑤ 繰り返しパターンび続<被写体。 

⑥ ND フィルターや偏光フィルターなどによ0、被写体か5の光量び極端にかなくなった場含。 
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3. 7 ニュアルフォーカスによるピント合わせ 




〈ピントの合わせ方〉 

フ オー カスダイヤルを" M" に セツ トしまず。 
ピント合わせは、手動でレンズの距離リングを回し 
て行いまず。 


このカメラはフォーカシングスク U- ン FX-2 (全面マツ 
卜）び標準装備されています。 

ピントび含っているときは、マツト面の像びはっきりと見 
え、ピントび合っていないとボケます。 

• マニュアルフ ォー カスモードにすると、フォーカスフレームの選 
おは‘マニュアル選択モード"になります。 


マニュアルフオーカス時、ファインダー内にはフオーカス表示び、選択されているフオーカスフレーム 
に対する測距結果を表示します。 



► 点;威 

:被写体よ0を遠方にピントび合っている（後ピン） 

点灯 

:被写体にピントび含っている 


ィ点滅 

:被写体よりも手前にピントが合っている（前ピン） 


• 選択されているフ オーカ スフレームにピントび合った時、フレームびホく照明されます。 

• フオーカシングスクリーンは撮該目的や巧達に応じて交換することびでさます。詳しくは P ]0] をご覧ください。 
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〈ワンショット. オー トフ ォー カス〉 

マニュアルフォーカス撮影中でわ、オートフォーカスび使用で 
をます。フォーカスボタンを押すと、押している間カメラびピ 
ントををわせを巧い、一度ピントび合ラとその位置でピントび 
固定します。 

ワンショット-オートフオーカスとしてご利用ください。 


〈AF/MF 切り替えスイッチ付きレンズ使用上のごま意〉 

CONTAX N □に ITAL に AF/MF 切り督えスイッチ付きレンズを取り付けて MF を使用する場含、レ 
ンズ側とカメラ側の両方を MF に設定する必要はあ0ません。カメラ側 AF CSAF または CAF) 設定 
時、レンズ側の切り誓えスイッチだけで素早く AF/MF 切り誓えびできます。またカメラ側 MF 設定時、 
レンズ側のスイッチを AF に設定するとワンシヨット AF び使用でさます。 

各々の組み含わせでの動作は下表のよラになります。撮影意図に含わせて使い分けてください。 




カメラ側の フォー カ スモー ドの設定 



SAF 

CAF 

MF 

レ 

ン 

ズ 

側 

の 

sni 

巧 

定 

AF 

SAF で動作します。 

フオーカスボタンを 
巧している間、フオー 
カス □ックしまず。 

CAF で動作します。 

フオーカスボタンを 
巧している間、フオー 
カス □ックしまず。 

シャッターボタンでの AF 作動は行いません。 

フオーカスボタンによるワンショット AF び 
使用でさます。 

• AF 作動後の距離1」ングによる微調舊はで 
をません。 

MF 

距離リングによる MF になります。 

• AF によるピント合わせの後、 MF でピント 
の微調整を行ラ時はレンズ側を MF にして 
から行って下さい。フオーカスボタンによ 
るワンシヨット AF は使巧でさません。 

距離リングによる MF になります。 

• フオーカスボタンによるワンショット AF 
は使用でをません。 
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:- ピントの位置を自動的にず6して撮る(フォーカス ABC 撮慕) 


このモードを使用ずると、1コマ目のピント位置に巧して、わずかに前ピン、後ピンの写賣 
を続けて撮影ずることができまず。非常に微妙なピントを狙うときにこのモードを使用して 
<ださい。 

1 コマ 目のピント位置は マニュアル フオーカスで含わせます。] コマ 目のピント位置を基準に、2 コマ 
目（前ピン）、3 コマ 目（後ピン） への ピント移動はカメラび行います。フオーカス ABC 撮影を行う毎 
に必ず] コマ 目のピン ト 合わせを行ってください。 

ホ冉巨巳： Automatic Bracketing Control 

〈ピント位置のず5し量について〉 

①ピント位置のず5し量は非常にわずかの量ですので、通常の撮影で必ずこのモードで効果び現れる 
といラねけではありません。 

③ピント位置のず5し量は、取り付けているレンズの開放 F 値での被写界深度分です。 

③ピントをず5したことによる画面効果は使用しているレンズや撮影距離、使用絞0で異なります。 
一般的に 

• 撮該距離び違いほど、撮影画面に現れる効果は少なくなります。 

• 絞りを絞るほど撮該画面に現れる効果はかなくなりまず。 

♦ピントを合わせたい部分び画面の中で占める割合び大きいと撮影画面上の劲果はかなくなります。 

• ピントを合わせたい部分とそれしソが（背景、前景）との距離び近いと撮影画面上の効果はかなくなります。 

• 撮影画面を大をく引去伸ばすと、ピント位置をずらした効果び分かり易くなります。 

" CF " カスタム機能の変更 ( P 91) で次のことができまず。 

• ピントをずらす量を2倍にすることびでをます。 

• 1コマ目のピント合わせを "SAF" にすることびでさます。 

• 3コマ目を無し（後ピン無し）にすることびでをます。2コマ撮該し終わると止まります。 

1フオーカスダイヤルを"今"にセットすると、 
1フオーカス ABC モードに切り曾ねりまず。この 
ときピント合わせはマニュアルフオーカスにセット 
されまず。 

〇ドライブモードを" C" (連続撮影）にセットし 
么まず。 

• ドライブモードのセット方法は P24 をご覧ください。 



2 


r 

&るがお 
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O マニユアルフォーカスで被写体にピントを合わせ、 1 コマ目のピント位置（基準位置) 
を巧めまず。 


4 


シャッターボタンを巧し続けまず。 


自動的に基準位置、前ピン、後ピンの順で撮影し、3コマ撮影し終わると止まります。 


• レンズは3コマ目のピント位置で停止します。そのまま連続してフォーカス A 巨 C 撮影を行うと、3コマ目のピン 
卜位置を基準にして、フォーカス ABC 撮該を行いまず。フォーカス A 日 C を行ラ毎に必ず]コマ目のピントに合わ 
せを行って < ださい。 

• ドライプモードを‘ S— にすると]コマ毎のフォーカス ABC 撮該になります。ドライブモードを"公 2" または 
"&の"にすると、2または1日砂後に連続撮影によるフオーカス冉巨 C 撮影になります。 


フォーカス A 巨 C 撮影中は撮影順居を示ずため、撮影巧能コマ数カウンターび次のように変化しまず。 

例えば残り20コマ目か5フオーカス A 日 C 撮影を巧った場含は次のようになります。 



1コマ目 

2コマ目 

3コマ目 

ピント位置 

標準 

前ピン 

楼ピン 

カウンター 

-V 日 こ 

-k 

-、 旧- 

表示 

左ち点滅 

左側点滅 

ち側点滅 


• 途中で中止するときは、フォーカス ABC ダイヤルを"ミ"政がにしてください。 

• フォー カス A 巨 C 作動中にメインスイッチを —OFF" にして再度 "ON" にすると、 フォー カス A 巨巳撮影はまた1 
回目より順に3コマ分行われます。 

• 撮該可能コマ数び2コマ政下のとさ、]コマ目は記録されますび、2、3コマ目は記録されないことびあります。 
• 露出 ABC (3 コマ連続自動露出補正 P 巨 0) と併用すると、]コマ目のピント位置に対してまず露出 A 己 C を行いま 
す。その後、1コマ目の露出値でフォーカス A 日 C を行います。 

• フォー カス A 巨 C 撮影でスト□ボを使巧する場合は、ドライブモードを" S—(1 コマ撮影）にして、スト□ボの充 
電を確認して撮影してください。 

• マウントアダプタ ーN 冉 M-1 を使用して C0NTAX 巨4日用のレンズを装着したときは、このモードは使用できま 
せん。 
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IRS 前の 
脚 i と操作確認 

測光方式の選 J 尺 



このカメラには評価測光と中央重点平均測光及びスポット 
測光の3通りの測光方式びあり、測光レノ（一で切り誓えま 
す。 

撮影条件や撮影意図によ0使い分けると、より精度の高い 
効果的な写真撮影び巧えます。 



測光感度分布図 


〈評価測光〉（亞マーク） 

評価測光は、撮影画面を図のように日分割し、それぞれの 
部分を独立して測光し得5れたデータか5被写体の条件に 
最適な露出値を決めます。このため、一般的な撮影はもち 
ろん、逆光などの撮影でもほとんど露出補正なしに撮影ず 
ることがでさまず。 

@ファインダー内露出メーターを評価測光と中央重点平均測 
光との差、あるいはスポット測光との差の表示に変更する 
ことびで击まず。 



上面 


底面 


測光感度分布図 


〈中央重点平均測光〉（□マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写体の明るさを重点的 
に、かつ周辺部の明るさわ加味して測光を行い、露出値を 
決定する方式です。光の変化び激しいところでちよく対応 

しますので、一般の撮影はもちろん、動きの激しいもので 
ち容易に露出をみめることがでさまず。 



〈スポット測光〉（田マーク） 

フアインダー画面中央のほぼマイク□プ U ズム部の外周の 
円巧にあたる被写体の明るさのみ測光して、露出を決める 
ち式です。 

たとえば、逆光の人物や特定の部分にライティングを活か 
した舞台撮影など、被写体と背景の明るさが極端に違ラ場 
合、また画面効果を考えて、特に被写体の一部分だけを測 
光して撮影したい場合などは、このスボット測光を利用し 
まず。 
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□範囲内に色で表示してあるシャツタースピードの 32 
秒から]/80日0秒は、オート露出撮影時にカメラび 
正常に測光を行ラ範囲です。 

國 範囲内に色で示してある部分は、已 OmmFl. 4レンズ 
使巧時の測光連動範囲を示します。 

• 本機で示ず ISO 表記は JSO 感度ネ目当値を表していま 
す。 



111111 I I I 

012 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819 20 21 


EV 値 


〈測光連動範囲〉 

表は、絞0、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示すちので、使用レンズの測光連動範囲を表し 
ています。たとえば中央重点平巧測光時に撮影感度に 日 1 日日 設定時に F1. 4レンズを使巧した場合、絞 
り表のに 日 1 日日の 項の" 1.4" と "1 目"（プラナー T * 已 0mm の最小絞り値は F1 色です）か5斜め 
に延長した線上で垂直線 （EV 線）と水平線（シャッタースピード線）び交わる点びおす両端の範囲す 
なわち EV " 日" か 5EV "21" び F1. 4レンズの使用時の測光連動範囲です。 

《 EV 値とは、露出計の連動範囲を示す数値で、が光の明るさび一定のときに、 CCD に同一露光効果 
を与える絞りとシャツタースピードの組み合わせを示すものです。たとえば、表により EV 1 3では、 
F1 色.1/3日秒でも F8. 1/12巳秒でも同じ露光効果び得5れることびわかります。 
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コンパクトフラッシュの撮影可能容量がなくなると、リア表示パネルの撮影可能コマ数 
表示び"日"で点滅しシャッターび切れません。撮影可能容量のあるコンパクトフラッ 
シュに入れ誓えてください。 


簡単な]方法 



モードダイヤル 






. プ□グラムオートを巧!用した撮 i 



プ□グラムオートを利用して簡単な撮影をしてみましよう。プ□グラムオートは被写体の明 
るさに応じて、撮影時のシャツタースピードと絞り値の組み合わせ（露出値）をカメラが自 
動的にセツトしまず。ネ刃めてカメラをお使いになるかたや、露出設定を気にせず気軽に撮影 
したいかたにおずずめしまず。 



あ5かじめ、メインスイッチを " ON "、 モードダイ 
ヤルを"〇"(撮影）モードにして各モードを次の 
よラにセットしまず。 

• 工場出荷時にホワイトバランスは"已已 OOk" に、記録方式は 
"JPEG1" にセットされています。変更したいときはそれぞれ 
P 已]、4目をご覧ください。 



コンパクトフラッシュを入れまず。 


• 入れかたは P] 9をご覧ください。 

• U ア表示パネルに "ey。" び表示され"- " び点滅したと 

きは、コンパクトフラッシュを本機でフォーマットし直してくだ 
さし、。 (P83) 


2 


撮霞感度をセツトします。 


■セツトちまは P 已〇をご覧ください。 


Q 露出補正ダイヤルを" 0" にセツトしまず。 



4露出 ABC レバーを" 0" にセツトします。 


C フオー カスダイヤルを " SAF " にしまず。 



6 


ドライブモードを" S "( l コマ撮影）にセットし 
まず。 


• セツト方法は P24 をご覧ください。 
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露出モード□ック解除ボタン 


10 



力ードアクセス LED 


7オート選択レバーを矢印ち向に数回動かして 
■ トップ表示パネルのフォーカスフレーム還択表 
示をにし、レバーを上に動かして□ックしま 
ず。 


8 


測光レバーを"田"（評価測光）にしまず。 


9 


露出モード□ック解除ボタンを巧しなが S 露出 
モードレバーを回して" P " にセツトしまず。 


1 ファインダ—内のフオ—カスフレ—ムを被写 
体に向けてシャツターボタンを半巧ししま 
ず。 

(フオーカスフレームは己個の内どれでち構いません。） 
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ピント合わせが行われ、被写体にピントび合 
うと、ピント合わせを巧った フォー カ スフ 
レームが一瞬ホく巧り、合焦マーク" ♦" が点なしま 
ず。 
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シャツターボタン半巧しのまま構図をミカめ、 
シャツターボタンをさ5に巧し込んで撮該し 


まず。 


• シャッター スピ— ドび長時間（約1がが上）になるとさは、画像 
にノイズび含まれることびあります。 

• 長時間露光の場合は、記録方すを RAW で撮該し、 RAW データ 
デべ□ッパーのダークコレクション機能を使用してノイズを減 
らずことびでをます。 

• コンパクトフラッシュの撮影可能容量びなくなると、 U ア表示パ 
ネルの撮影巧能コマ数表示び"打’で点滅しシャッターび切れま 
せん。撮影可能容量のあるコンパクトフラッシュに入れ替えてく 
ださい。 

• カードアクセス LED び点滅中は、画傲記録中です。絶対に次の 
ことを行わないでください。画像データやカメラび破損ずる原因 
になります。 

-カメラ本体に振動や衝撃をちえる。 

-カードカパーを開ける。 

•電池や電源を取りはずず。 


「SET-UP] セットアップメニユーで —REC レビユーあり"にセット 
したとをは、液晶モニターに撮影した画像び約已砂間表示されま 
す。 （RAW を除く） （P8 已） 
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①標準画像（プレーン）表示 



⑤X 2.5 ズーム 表示 



⑤X 已ズーム表示 



④ヒストグラム表示 



〈撮影画像の確認〉 

撮影終了ずるとコンパクトフラッシュに記録をしな 
が6撮影画像を液晶モニターに已秒間表示します。 
(レックレビュー） 

□に PLA 丫ボタンを押すごとに表示内容び次のように変わ 
り、ピントや撮影情報の確認をすることびできます。 

(セットアップで自動表示にずることびできます。） 

① 標準画像（プレーン）表示 
感 X 2.已ズーム表示 
⑤ X 日ズ ー ム表示 

④ ヒストグラム表示（インデックス画像/露出モード 
シャッタースピード/絞り値露出補正値/輝度ヒストグ 
ラム/ホ八イライト警告） 

⑤ 標準画像 （!；( 穫繰〇返し） 

幸 SET - UP で八イライトを ON にセットしたとき ( P 8 已） 

• レックレビュー表示中に DISPLAY ボタンや U アコマンドダイ 
ヤルを操作したとさは表示はさらに己砂間延長されます。 

• レックレビュー中にシャッターボタンを巧ずと、撮影画慷表示は 
消えまず。 

• レックレビュー終了後、再度撮影画像を確認したいとさは、 
D に PLAY ボタンを巧して < ださい。 

• 記録方式び " RAW " の時は画憬表示されません。また TIFF " の 
時は一度メインスイッチを OFF 一 ON ずるとサムネイル表示に 
なり、ズーム表示はされません。 

ズーム 表示と ズーム 位置の選択 

ファインダー巧の日箇所のフ オーカ スフレームの位置の画 
儘を、それぞれ2.日倍、曰倍に拡大して表示します。また、 
X 2.日及び X 曰ズーム表示時、 U アコマンドダイヤルを回 
して表示位置を次の順に変更することびでをます。 


⑤左上 ⑥ち上 



⑤左下 ④ち下 
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消去モード 



2 



〈撮影画像の消去〉 

撮影画像を確認し、不要であれば消去することがで 
さまず。 

1レックレビュー表示中に"命"ボタンを巧すと 
1消去モードになります。 


〇リアコマンドダイヤルで"実げ’を選んで"* J " 
ム ボタンを巧しまず。 

レックレビュー表お中の撮霞画像は消去されます。 

• ミ肖去した画像は復元できません。十分に確認してから;肖ましてく 
ださい。 
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臟方法 

撮露目的に合わはた 
応用撮影 

被写体や撮影目的に合わせて、最適な撮影モードを選択することびできまず。 

• シャッタースピードが長時間（約]秒！;(上）になるときは、画像にノイズび含まれる 
ことびあります。 

• コンパクトフラッシュの撮影可能容量びなくなると、 U ア表示パネルの撮影可能コマ 
数表示が"日"で点滅しシャッターび切れません。撮影可能容量のあるコンパクトフ 
ラッシュに入れ替えてくださし、。 



モードダイヤル 




撮影ずる画像の記録方式は次の 5 種類か6選ぶことができまず。 


記録方式 

1 コマのサイズ 

撮影可能コマ数 

64 MB 

己] 0 M 目 

RAW 

約 9.0 MB 

約白つマ 

約已7コ7 

TIFF 

約18.日 MB 

約3つマ 

約28コマ 

」PEG 1 

約 3.0 MB 

約20つマ 

約]目9コマ 

」PEG 2 

約1 .5 MB 

約3白つマ 

約33曰コマ 

」PEG 3 

約 0.8 M 巨 

約78つマ 

約目日9コマ 


• 撮該可能コマ数は当社撮影基準によりまず。 

• JPEG 撮該時、]コマのサイズ、撮影巧能コマ数は被写体や撮影モードにより異なります。 

• RAW で記録した画憬をコンピューターで開くには、別売の専巧ソフトび必要です。（コンタックス R 冉 W データデ 
ベ□ッパーキット） 


€；-(記録ち式）ボタン 






ボタンを1秒 LU 上巧し続けると、リア表 
示パネルの"記録方式表示"が点滅しまず。 


〇リアコマンドダイヤルを回して、希望の記録方 
ム 式を点滅表示させまず。 

• "辛-"ボタン巧し、分インスイッチ OFF 、 力ードカバー 
" QPEN " すると変更設定びキャンセルされます。 


〇 " aJ " ボタンを巧ずと点滅表示が点な表おにな 
^り撮影記録方式び決定しまず。 


• シャッターボタン半巧し、モードダイヤル切り替えでも記録方式 
び決定します。 
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• 撮該感度(旧〇感度 )の還が 


IS 日 感度とは、銀塩フィルムびどの程度の光まで感応するかを数値で表したちのです。この 力 ラの感 
度はこの IS 日 感度相当値を表しています 。 IS 日 値びルさいほど光に対する感度び低くなります。シャッ 
タースピードを 遅くしたり、絞りを開けて撮影することびできます。 に日 値び大きいほど光に対する感 
度は高くなります。少ない光の量で感応しますので、暗いところでの撮影や高速シャッターでの撮影び 
できます。しかし画像にノイズび入ったりする場合びありますので、撮影状況に含わせて感度を設定し 
て < ださい。 

• 設定でをる感度の範囲は IS 02 已〜4日0です。 

• 侶日感度び高い状態での撮影（特に侶曰200しソ上の撮影）では画像にノイズび含まれる場合びあります。 



メインスイッチ 



モードダイヤル 


ム 露出 モードレバー 




フ□ントコマンドダイヤル 


4 



メインスイッチを ON にし、モードダイヤルを 
"〇"モードにセツトしまず。 


〇露出モード□ツク解除ボタンを巧しなが5露出 
^モードレバーを"旧 0" にセツトしまず。 

トップ表示バネルに"侶ぴ’と■感度値"び表示されます。 


3 


フ□ントコマンドダイヤルを動かして、を望の 
感度値にしまず。 


2已一32 一 40一已0 一 •一320一400 一2已（繰 D 返し） 


4 


露出モードレバーを露出モードに戻してくださ 
い。これでセツト完了でず。 


表示は通苗表示に戻ります。 


■セツトした感度値は、巧にセツトし直ずまで記憶されていまず。 
• 露出モード切り曽えレバーび" ISO ’、 で F " のとさは撮 f ミでさま 
せん。 
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光の状況に応じて順応する人間の目と異な D 、 このカメラに使用している CCD は白を白く写すために 
太陽光や室内の電球-堂光灯などの光源に含わせて色浦正び必要です。 

この力^ラのホワイトバランスのセットは"既定値選択"または"ワンプッシュ"方式で行います。 

• 工場出荷時は"既定値選択の已已 00k" にセツトされています。‘ワンプッシュ"を使用したい場合は P8 己 "SET¬ 
UP" をご覧いたださ設定し直してください。 


〈ワンプッシュ〉 


[] 


[] 


[] 


[] 


[] 


ホワイトバランス測定範囲 


〈既定値選択〉 

1メインスイッチ日 N 時、" W.BAL" ボタンを 1 秒 
1む上押し続けると、リア表示パネルのホワイト 
ノてランス表示が点滅しまず。 

つ P 己 2 の表を参考に、リアコマンドダイヤルを回 
W して希望の既定値を点滅させまず。 

既定値は次の順に切0誓わ0ます。 

已已〇 Ok 一470 Ok 一4200 k 一3700居一33日 Ok 一3000 k 
一2800 k 一2巨00 k 一冉 UT 0 一(スト□ボ）一* 

(壁光灯）トー8200 k 卜4已已〇 Ok トー已已〇 Ok (じ(後繰0返し） 

• カメラび自 pj 的に決める ‘ AUTO "、 特定の光源に合わせる 
あび各色温度値の中から選ぶことびでをます。 
• " AUTO " 設定時、明るさび LV 日 UTF になるときは色湿度び 
"已已 00k" に固定されます。 

• 各色温度値は、フィルムカメラの色湿度変換フィルターで使巧の 
単位でいいますと、約30 S レッド間隔でセットでさます。 

• ホワイトバランスを利用してプルー系補正やアンバー系補正を 
強調した写真づくりをでをます。 


〇 " aJ " ボタンを巧ずと点滅が点なになりセット 
^ 値が確定しまず。 


〈ワンプッシュ.プリセット〉 

いろいろな光源がミックスしているときや、より厳 
密なホワイトバランスをとりたいときにはこのモー 
ドにして < ださい。 

左図を目安にホワイトバランスの基準としたいらの 
(白色板など)がホワイトバランス測定範囲の全てを 
占めるまで近づき、 " W . BAL " ボタンを巧ずと、実際 
に画像を取り込んで最適な色温度をセットしまず。 

•セットした色温度は記憶され続けます。光源び変わった時はセッ 
卜し直してください。 


ホワ丫 Ka ランスけが原色浦の Olziyh 


! ミ 弓 も[ふ 

__ 

JPEG 

3 

/ 1 、 

点滅 

[ 

. 1 




\ 1 

IZZ 

/L 

r 

て - 

JPEG 

3 

点滅 

> 



( 

\z 

し 

JPEG 

3 


2 3 
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〈各光源に巧ずる色温度とミレッド値〉 


既定値 （ K ) 

光源（目安でず） 色温度 （ K ) ※ミレッド値 ワンプッシュ （ND に ITAL で設 

定可能な色温度） 


天空光 


CIE-C 光源 . 6740 

平均昼光(太陽光+天空光)-… 

フオトグラフィック•ディライト • • 已已日日 


力ーボンアークライト . 已日00 

CIE - 巨光源 . 4870 

夕 S . 

マグネシウム閃光 . 4000 


100 • 

150 • 

182 • 
200 • 

250 • 


8200 

巨己00 

已己00 

4700 

"■■1 

4200 

3700 


已日 0 W フォトランプ . 3400 294 • 

3333 300 • 

已日 0 W フラッドランプ . 3200 313 ♦ 


3300 


CIE - A 光源 


28已4 


350 • 


3000 



AUTO 範囲 


2800 


2已〇〇 400 • 

電球 . • 

※ミレッド値 

色温度の逆数に1日日万をかけた値で、 

色温度表のまの一つです。 


2600 



ワンプッシュ 
プ U セツト範囲 
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7. 絞 0 を決めて撮る " Av " (絞り優先才ート撮獻 

( Av とは Aperture value の略で絞り量のことです。） 


絞りをセットずると、被写体の明るさに応じてカメラび自動的にシャッタースピードをセッ 
卜しまず。 

作例 1:絞りを開けて撮該すると、鮮明に写る範囲 （* 被写巧深度 P6 己）び狭くなります。被写体を浮かび上がらせ、 
背景をぼかしたいとをなどに利巧します。 

作例吕： 絞りを絞り込んで撮慕すると鮮明に写る範囲 （* 被写巧深度）び広くなります。被写体ち背景ち鮮明に写し 
たいとをなどに利巧します。 




1露出モード□ック解除ボタンを巧しなが5露出 
1モードレバーを " Av " にセツトしまず。 


〇レンズの絞りリングを回して絞りをセットし、 
ム 撮影しまず。 

シャッターダイヤルはどの位置にセットしていてもかまし、 
ません。 

トップ表示パネルとファインダー内にセットした絞りと自 
動セツトされたシャッタースピードび表示されます。 
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2. シャッタースピードをミ夫めて撮る‘了 v " (シャッター優巧才ート撮露) 

( Tv とは Time Value の略で時間量のことです。） 


シャッタースピードをセットずると、被写体の明るさに応じてカメラが自動的に絞りをセッ 
卜しまず。 

動さのある被写体などの撮影に適しています。次の作例を参考に目的に合わせてシャッタースピードを 
調節してださい。 

作例 1:被写体の動きの瞬間を撮影したいとをは、達いシャッタースピードにセットします。 

作例 2:水の流れ等を表現したいときは、遅いシャッタースピードにセットします。 

• 遅いシャッタースピードのとさはカメラぶれ防止のため、三脚をご使用ください。 




露出モード□ツク解除ボタンを巧しなが6露出 
モードレバーを " Tv " にセツトしまず。 


2 


シャツタータイヤルを回してシャツタースピー 
ドをセツトし、撮影しまず。 


絞り目盛りはどの位置にセットしていてちかまいません。 
トップ表示パネルとファインダー内にセットしたシャッ 
タースピードと自動セツトされた絞りび表示されます。 
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3 .プ□グラムオートで撮る " P " (プ□グラムオート撮誘) 


あ日かじめプ□グラムされている絞りとシャツタースピードの組み合わせの中か！5、被写体 
の明るさに適した組み合わせをカメラび自動的に選びまず。露出を気にせず、気楽に撮影す 
るとをに便利でず。 


V にセット 



曲除ボタン 


露出モード□ック解除ボタンを巧しなび6露出 
モードレバーを" P " にセツトしまず。 


2 


撮影しまず。 


自動セツトされた絞りとシャツタースピードびトツプ表示 
パネルとファインダーに表示されます。絞り目盛りと 
シャッターダイヤルの位置はどこにセツトされていてわか 
まいません。 


〈プ□グラムオート制御図〉 

プ□グラムオートでの絞りとシャッタースピードの組み合わせは図のよラになります。またこのプ□グ 
ラムラインは、レンズの焦点距離によってシフトします。 

(日日 mm F 1.4 レンズ使用、に日]日日にセット） 


EV 値 


4 5 6 7 8 910111213141516171819 20 21 



絞り値 

F16 

F11 

F8 

F5.6 

F4 

F2.8 

F2 

F1.4 


シャッタースピード（砂) 
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〈オート露出撮影時の警告表示について〉 


ぐ‘ Av " 時〉 
露出才ーパ‘一警ち 


ぐ下 V.. 時〉 
露出才ーパ‘一警ち 


ぐ ip " 時> 
露出才ーバー警ち 



"8000" 点;嘯 

露出アンダー警告 




"最ル絞り"点滅 

露出アンダー警告 




"8000" 点滅 

露出アンダー警告 



"32"" 点滅 •開放絞り"点滅 


"32" ，点滅 


露出 オーバー 警告 

絞り優先オート撮影時にはシャッタースピード "80 日日"び点滅、シャッター優先才ート時には装着レ 
ンズの"最小絞り値"び点減、プ□グラムオート撮影時にはシャッタースピード "8000" び点滅し露 
出オーバーの警ちをします。被写体び明るすざますので、絞0またはシャッタースピードを調整し直し 
た0、撮影感度を下げるなどして点滅表示び点灯表示になるよラにして < ださい。また別売0や市販の 
ND フィルター（光量制限用）で光を調整することわできます。 

露出アンダー警告 

絞り優先オート撮影時にはシャッタースピード "32"" び点滅、シャッター優先オート時には装着レ 
ンズの"開放絞り値"び点滅、プ□グラムオート撮影時にはシャッタースピード "32"" び点減し露出 
アンダーの警告をします。被写体び暗すざますので、照明を加えて被写体を明るくしたり、シャッター 
スピードや絞り、撮影感度を変えて点滅表示び点灯表示になるようにしてください。また、専用のスト 
□ボを使ラと明るくきれいな写真び撮れます。 

• 露出オーバー/アンダー警告時でを、シャッターボタンを巧せば撮影でをます。 
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4. 自分で露出をミ夫めて撮る 



絞りとシャツタースピードを撮誇意図や目のに合わせて任意にセツトし、撮影ずるち法で 
す。また意図のに露出オーバーやアンダーにずることち簡単にでさまず。ファインダー内露 
出メーターの表示を参考に露出をミ央めてください。 


露出モード 
レバー 



2 



露出モード□ツク解除ボタンを巧しなが6露出 
モードレバーを" M " にセツトしまず。 


2 


シャツ タースピードと絞りをセツトしまず。 


ファインダー内には、セットしたシャッタースピードと絞 
りび点灯表示されます。 

露出方ーターには適正露出との差び表示されます。シャッ 
夕ーダイヤルまたはレンズの絞 0 U ングを動かし、露出 
メーター表示を"適正"にしてください。 


9ピントを合わせ撮影しまず。 



露出 メーター 表示例 





適止 


2EV_L ソ上アンダー 
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5 •パルブ旗 




イメージ写真 


長時間露光を必要とずる夜間撮影や天体撮影を巧ラ 
ときに使用しまず。 

• バルブ撮影ではレンズを太陽光に向けないでください。 

撮憬部破損の原因になりまず。 


露出モードレバー 



2 



1露出モード□ック解除ボタンを巧しなが5、露 
1出モードレバーを" B " にセットしまず。 

ファインダー内表示パネ J レのシャッタースピード表示部に 
■* buLb " と表示されます。 


2 


絞りをセツトし撮影しまず。 


シャッターボタンを巧している間シャツターび開いて露光 
されます。 


• カメラぶれを防ぐため、=脚で固定するか、安定した台などに置 
き、別売りのケーブルスイッチ LA タイプをカメラに接続して撮 
影してください。 

• 露光中、表示 j くネルの撮影可能コマ数カウンターはノりレブ撮影の 
経過時間を示すタイマー表示に切り替わりまず。表示は "00" 
から"日日"（日日秒）までカウントされ L 义 f 妾その繰り返しになり 
まず。 

• 露光中は、ファインダー内表示びすべて消えます。 

• シャッタースピードを"長秒時（約1秒政上)"や"巨" （buLb) 
にセットした撮影の劇ま、画像にノイズび含まれる場合びありま 
す。 

♦ 長時間露光の場合は、記録ち式を RAW で撮影し、 RAW データ 
デべ□ッパーのタークコレクション機能を使用してノイズを減 
らすことびでをます。 

• PC モード時、パソコンからの操作によるバルブ撮影はできませ 
ん /。 
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s . 露出を捕正して撮る 


オート露出撮影のとき、主要被写体とその背景に極端な明暗差があるために、そのままでは 
主要被写体に適正露出が得5れない場合、あるいは意図的に露出オーバー、アンダーの写真 
を撮りたいときには、次の2通りの露出補正方法がありまず。 


露出補正ダイヤル□ック解除ボタン 
1/3EV 露出 

補正目盛 露出補正ダイヤル 



露出補正グリーン 
ポジション 

ファィンタ’一 



〈露出補正ダイヤルの利用〉 

補正値を決めて撮るときは露出補正ダイヤルを使用 
しまず。 

露出モードび " Av 、 Tv 、 P 、 M " いずれの場含も通常は露 
出補正ダイヤルを"日"にセツトしておきますび、露出を補 
正するときは、露出補正ダイヤルを回して希望する補正値 
を露出補正指標に合わせてください。補正値は十 2 EV 〜 
-2 EV までの範囲巧で] /3 EV または1 /2 EV ごとにセツ 
卜することびでをます。 

補正値と"十/一"マークびファインダー内麗出メーター 
に点灯表示されます。 

•l/SEV と 1/2E\/ の切り替えは、露出補正ダイヤル□ック解除 
ボタンを巧しなびら露出桶正ダイヤルを回して行います。 


露出モード 

露出補正ずる内容 

絞り優先才ート ( Av ) 

シャッタースピード 

シャツター優先才ート （ Tv ) 

絞り 

プ□グラムオート （ P ) 

絞0とシャッタースピード 


• "M" 時は、露出補正ダイヤルによる露出補正はできません。露出を補正ずるときは、露出メーターに適正露出との 
"差"び表示されますので、シャッタースピードダイヤルまたは絞りリングを動かし、分ーター表示を希望ずる"差" 
(補正量）になるようにして撮影してください。 

• 撮該終了後は、必ず補正ダイヤルを" 0" に戻してください。 
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逆光撮影などのときは ••• 

"+1/3 EV または+ 1/2 EV 〜 +2 EV " の範囲で補 
正しまず。 

中央重点平均測光の場含、逆光や明るい空、海をバックに 
した人物、または窓辺の人物などのよラに明るい背景び撮 
影画面に占める割合び大きい場合、人物は露出アンダーに 
なり、シル エツ トのよラに暗<なります。このよラなとさ 
は、露出を+ 1/3EV または+ 1/2EV 〜 +2EV の範囲で 
補正して、露出を多く与えます。 


暗い背景などのときは ••• 

1/3 EV または一 1/2 EV 〜一 2 EV " の範囲で補 
正しまず。 

スポットライトに照5し出された人物などのよラに、暗い 
背景び撮影画面に占める割をび大さい場合、中央重点平均 
測光で撮影すると人物は麗出オーノ く一にな0白っぽくな0 
ます。このようなときは、露出を一 ]/3EV または一]/ 
2EV 〜一 2 EV の範囲で補正して、露出をかなくして撮影 
します。 


〈露出を自動的に3段階変えて撮る（露出 ABC 撮影)> 

露出 ABC モードにセットずると、自動的にスタンダード、 オーバー、 アンダー、と3段階 
の露出バリエーションで連続撮影ができまず。 

非常に微妙な露出条件のもとででも、露出ミ夫定に気を取6れることなくシャッターを巧し続 
け、チャンスを確実にものにずることがでをまず。 

《 ABC : Automatic Bracketing Control 

麗出 A 日 C 撮影は、シャッタースピードまたは絞りを制御して自動露出補正を行います。 


露出モード 

制御内容 

"Av" 絞り優先オート 

シャッタースピード 

Tv" シャッター優先才ート 

絞り 

"P" プ□グラムオート 

絞りとシャッタースピード 

"M" マニュアル露出 

シャッタースピード 



作例写真はイメージ写真です。 
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1 露出 ABC レバーを動かし、補正幅をセットずる 
1と、露出 ABC 撮影に切り替わりまず。 

補正幅は+日 .3EV + 日.已 EV、 ± ]EV の3種類び設定で 


をます。 

• 露出補正ダイヤルを" 0" (外にセットすると、その補正値を基 
準にした露出冉己 C 撮影になります。 

• 撮影ずるごとに測光し直し、その時の測光値に対して補正を行い 
まず。周囲の明るさの変化による該響を受けずに露出冉己 C 撮影 
びしたいときは、あらかじめ AE □ックをしてから撮影すること 
をおすすめしまず。 

• 露出 A 日 C 撮該び終了したら、必ず露出 ABC レバーをで"に戻 
して < ださい。 

• スト□ボを併用ずる露出冉己 C 撮影はでさません。 


〇ドライブモードを" C " (連続撮影）にセットし 
ム まず。 


• ドライブモードのセツトち法は P24 をご覧ください。 


〇被写体にピントを合わせ、シャッターボタンを 
^ 押し続けまず。 

セットした補正幅に従って、スタンダード、オーバー、ア 
ンダー、の順で撮影し、3 ] マ撮影し終わると止まります。 
• 撮該巧能コマ数び2コマのとを、1コマ目は記録されます 
び、2、3コマ目は記録されないことびあります。 

ドライブモードを" S" にすると]コマごとの震出 A 目巳撮 
影になります。 

ドライブモードを"& 2 "または "の 10" にすると、2または 
10秒體に連続撮影による露出 ABC 撮影にな0ます。 

露出 ABC 撮影中は撮影順序を示すため、撮影可能コマ数 
カウンターび次のよラに変化します。 



スタンダード：両方の巧び点滅 
オーバー :左側の巧のみび点減 

アンダー ：ち側の巧のみび点減 

• ファインダー内には" E" マークび点丹しまず。 
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例えば]己コマ目か 5 露出 A 巨 C 撮影を行った場合は次のようになります。 



1コマ目 

吕コマ目 

3コマ目 

(ly 後繰り返し） 

補正： 

スタンダード 

才ーバ ー 

アンダー 

スタンダード 

カウンター： 

泉 


ホ 

V 1 . 

- 1' ピ- 

/ い 

表示： 

左ち点滅 

左側点滅 

ち側点滅 

左ち点滅 


• 補正幅びカメラの補正 限 巧を越えるとさは、限巧補正値で撮該されます。 

• 途中で中止するときは、露出 ABC レバーをで"にしてください。 

• 露出冉 BC 作動中にメインスイッチを "OFF" にして再度 "ON" にすると、露出冉巨 C 撮影はまた]回目より順に 
3コマ分巧われます。 

補正順序を、オーバー-►スタンター ドー アンダーに変更ずることびできます。 CP 曰 1) 

〈露出を固定して撮る （ AE □ック)〉 

オート露出撮影時に、被写体の露出（絞りとシャッタースピードの組み合わせ）を記憶ずる 
機構でず。 

逆光時での撮影や動く被写体を一定の露出で連続撮影するときなど、露出を固定したいときに使いま 
す。 



1意図ずる構図のラち、まずま要被写体にファイ 
1ンダーの中央部分を向け、メインスイッチを 
" ON " ^ " AEL " に切り替えまず。これで露出が固定 
(AE □ック）されまず。 

特に狭い範囲に露出を含わせたいときは、測光レバーをス 
ポット測光にして AE □ックしてください。 

• AE □ック中は、ファインダー巧の測光マークび点滅に変わりま 
す。 

• AE □ックのセットは、ファインダー内表示び点なしているとき 
に行ってください。 

シャッターボタン半押しで "AE □ック"するように変更で 
をます。 CP 日 1) 

@露出チェックボタンを巧すと "AE ロック"するように変更 
でさます。 （P91) 
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2 


ファインダーを元の意図した構図に戻して撮影しまず。 


• AE □ック中は、露出び記憶され続け、何度でも同じ露出値で撮影できます。表示は省電のため16砂経過搂に消灯 
します。 

• 連続撮影（ドライプモードで"）するときを、あらかじめ被写体の明るさを AE □ックしておけば背景の変化によ 
る該響を受けずに同じ露出の写真び得られます。 

• このカメラは、シャッタースピードと絞りの組み合わせで得られる露出を記憶する、像面光量記憶方式を採巧して 
います。例えば、 "Av— のときは、冉 E □ック後に絞りを変えるとシャッタースピードも追従して変化し、全体の露 
出量を一定に保ちます。 

• AE □ック中に露出補正ダイヤルを変更すると、露出モードにより露出補正内容はなのようになります。 


露出モード 

露出補正ずるの客 

絞り優先才ート （Av) 

シャッタースピード 

シャッター優先オート （Tv) 

絞0 

プ□グラムオート （P) 

絞りとシャッタースピード 
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セルフタイマー撮影には、次の2種類がありまず。 

"む 0"(10 砂）：記念撮影など、ご自身も一緒に写りたいときに使用します。 
"公 2 " (2 砂）：接写や複写時のカメラぶれ防止に有効です。 



ドライブモードを"む 0" または"が"にセット 
しまず。 


• ドライブモードのセット方法は P24 をご覧ください。 

〇ピントを合わせ、シャッターボタンを押してく 
^ださい。 

セルフタイマーび作動し、1日秒または2秒後にシャッ 
ターび切れ撮影び行われます。セルフタイマー作動中、力 
メラ前面のセルフタイマー LED び点滅します。 


• ファインダーから目を離してのオート撮影では、接眼部からの入射光の影響で適正露出び得られない場をびありま 
す。このよラな場合は、アイピースシャッターを閉じて撮影してください。 

• セルフタイマー撮影時は三脚をご使用ください。 

• セルフタイマー作動中にシャッターボタンを巧ずと、セルフタイマー作動び最初に戻り、再スタートします。 

• セルフタイマー作動を途中で中止ずるとをは、メインスイッチを OFF にしてください。 

• "だ) 2" のときは、ミラーアップしてからセルフタイマーび作動します。 

• セルフタイマー撮影と露出冉巨 C またはフオーカス冉巨巳撮影を併用する場合は、コンパクトフラッシュの撮影可能 
コマ数をよく確認の上ご使用ください。 

撮影可能コマ数び足りない場合は、撮該されたデータび記録されない場合びあります。 
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レンズの一般的性質として、ある被写体にピントを含わせ 
たとを、被写体自身び鮮明に写るだけでなく、その前禮に 
も鮮明に写る範囲びあります。この範囲を被写界深度とい 
います。ファインダーは常に絞り開放の状態になっていま 

すび、 絞り込みボタンを巧ずとセツトした絞り値まで絞り 
込まれ、被写界深度の確認と背景のぼけ具合を見ることが 
でさまず。 


• ファインダー内は絞り値に応じて暗くなります。 

• 絞り込みボタンを押したまま露出の確認や撮影をしてち、適正露出は得られません。 


〈被写界深度について> 

同じレンズでの被写界深度は次のよラに変化します。 

① 絞りを絞り込むほど被写巧深度び深く滿後に広く）、開放にずるほど浅く揃後に狭く）なりまず。 

② 被写体の距離び遠いほど被写巧課度び深く、近いほど浅くなります。 

感ピントを合わせた被写体の禮方に深く、前方に浅くなります。また異なるレンズでは、焦点距離の短いレンズほど 
深く、焦点距離の長いレンズほど浅くなりまず。 



9. ケーブルスイッチソケット 



ケーブルスイッチソケット 


ケーブルスイッチ LA タイプやオートべ□ーズを接 
続ずる接点で、これ S アクセサリーか5の電気信号 
を伝え、シャッターを作動させまず。 

• ケーブルスイッチ L 冉タイプを使ラ撮影で、ファインダーから目 
を離すオート撮影では接眼部からの入射光の影響で適正露出び 
得られない焉合びあります。このよラな場合は、アイピース 
シャッターを閉じて使巧してください。 
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脈方法 


ストロポ撮彰 

室内や夜間の撮影で、シャッタースピードび1/3日秒しソ下になるとさは、スト□ボの使 
用をおすすめします。このカメラとコンタックス TLA フラッシュシステムを組み合わせ 
るとカメラ側でスト□ボ光を自動制御する "TTL ダイレクト測光"による撮影び行えま 
す。 

TLA3 目日スト□ボをご使用のときは、必ず「2.当社 TLA3 日日スト□ボを使用した撮 
影」の項 （P7 日）をあわせてご覧ください。 

また、X接点のみのミ凡用スト□ボをご使用する場含には、露出モードレバーを"X"に 
セットしてご利用いただけまず。 〔P72) 


7. 当社 心ス トロボを使用した撮. 



[スト□ボ撮影について] 

CONTAX N DIGITAL のスト□ボ制御は、 CCD センサー面か5反射してきたスト□ボ光を測光して 
スト□ボの光量をコント□ールする TTL ダイレクト調光方式を採用しています。 CCD センサー面は、 
銀塩フィルムと異なり、反射率•拡散率び低いため、近距離で露出オーバーになる傾向びあ0ます。こ 
れを防ぐため 、 N DIGITAL では、下のグラフに示す距離によって制御する絞り値を制限するプ□グラ 
ム TTL 制御を採用しています。カメラにセツトしている撮影モードによってミ夫定される絞り値がプロ 
グラム TTLffl 線で示ず値より明るい場合は、絞りはプ□グラム TTLffl 線の値で制御されまず。プ□グ 
ラム TTL 制御はスト□ボモードにかかね6ず、カメラの露出モードが Av 、 Tv 、 P の時に働さまず。 

CF (カスタムフアンクシヨン）で冉ん Tv の時にプ□グラム TTL 制御を無効にすることびでさます。冉 v でが部 
調光才ートスト□ボを使用したい場合にお使いください。（巳 F 1 日- 1) CP 91) 



[各露出モードと使用可能なスト□ボモード（当社 TLA スト□ボ使用時)] 


標準設定 ( CF 19-0) のとを （〇 : 使用でをます 。X :使巧しないでください。） 


露出モード 

TTL 才ート 

外部調光オート 

7二 

ニユアルスト□ボ 

Av 

O 

X 


X 

Tv 

O 

X 


X 

P 

o 

X 


X 

M 

X 

〇 


〇 

X 

X 

〇 


〇 

変更設定 （ CF 19-1) のとさ （〇:使用でをます。 X ;使用しないでください。） 

露出モード 

TTL 才ート 

外部調光オート 

7二 

ニユアルスト□ボ 

Av 

X 

〇 


〇 

Tv 

X 

X 


X 

P 

O 

X 


X 

M 

X 

〇 


〇 

X 

X 

〇 


〇 
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〈 TTL オートスト□ボ撮影〉 

カメラの露出モードにより、 iU 下のようにシャッタースピードの自動セツト及び絞りび制御されまず。 


2 



1カメラのアクセサリーシユーにスト□ボを取り 
1付け、スト□ボの電源を入れまず。 


2 


スト□ボを " TTL オートモード"にセットしま 
ず。 

充電び完了するとファインダー内に" V マークび点打し、 
カメラの露出モードにより次のよ5にシャッタースピード 
び自動セツトされまず。 


3 


撮影しまず。 


自然光の測光値 

32秒〜1/60砂 
]/ 巨0お)〜1/2已曰私） 

1/2已〇砂〜1/8曰00秒 


シャッターダイヤルの 
セット 

4 (32) 砂〜]/2己0秒 
() はフ□ントコマンド 
ダイヤルセット時 
]/ 吕已〇お)〜]/扫〇00秒） 


卜）のとさ 

自動セット 

シヤツタースピード 

シャッタースピード 

表示 

]/60砂 

"60" 点灯 

1/巨0お)〜]/2已〇お） 

"已 □" 〜 "250" 点好 

]/吕巳0お> 

"2 已 0" 点灯 

E 才ート）のとき 

自動セット 

シャッタースピード 

シャッタースピード 

表示 

(シャッターダイヤルセッ 

シャッターダイヤルの 

卜値のまま） 

セット値 

]/2巳0秒 

"2 己 0" 点む 


絞り 値 

セツトした絞りとプ□グ 
ラム TTL 曲線で制御され 
る絞り値のルさい方（暗 
い方） 


絞り 値 

自然光の測光値から決ま 
る絞りとプ□グラム TTL 
曲線で制御される絞り値 
のルさい方（暗し巧） 


■ P (プ□グラムオート）のとを 


自然光の測光値 

自動セット 

シャッタースピード 

シヤツタースピード 

表示 

絞り 値 

32秒〜1/60秒 

]/巨0砂 

"60" 点灯 

プ□グラム露出で決定す 

]/ 巨0秒)〜1/2已〇お） 

1/巨0お)〜]/2己0お） 

"已 0" 〜"吕已 0" 点打 

る絞りとプ□グラム TTL 
曲線で制御される絞り値 
のルさい方（暗し巧） 

]/ 吕已〇辛少〜1/8000辛少 

]/2巳0砂 

— 2己 0" 点灯 
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■ M (マニュアル）、 X (スト□ボ）、 B (バルブ）のとを 

TTL オートは使用できません。外部調光オート機能、あるいはマニュアルスト□ボをお使いくだをい。 
" M " はシャッタースピードの自動セットは行いません。 

• 撮該後調光び巧われたとさはファインダー内"ち"マークび2砂間点滅します。 

• 撮該後" Vマークび点滅しないとをは露出アンダーになりまずので、絞りや撮影距離を変えて撮影し直してくだ 
さい。 

• 近接撮影時、"な"び撮該後点滅してち露出オーバーになることびあります。スト□ボの取扱説明書記載の撮影範囲 
で撮影してください。 

• 露出冉巨巳レバーは必ず" 0" にしてください。 

• ドライブモードび" C" (連続撮影モード）の堤合は、スト□ボの性能をご確認ください。 

• 感度はに02己〜200に連動します。（露出補正は含みません。） 

〈後幕シンク□撮影〉 

を幕シンク□は動きのある被写体をス□ーシンク□撮影ずるときに効果がありまず。 

(作例はイ^-ジ写真です） 



通常のスト□ボ撮影は、シャッターの先幕び走行を終えた直後にスト□ボを発光（先幕シンク □) させ 
て撮影します。このカメラと、媛幕シンク□機能のある当社スト□ボとを組み合わせると、後幕び走行 
を始める直前にスト□ボを発光（後幕シンク □) させることびできます。 

スト□ボ光で照5された被写体の樓ろに、自然光で照5された被写体の動さび流れるよラに写0、自然 
な動をを表現でさます。 

• 後幕シンク□の設定は、ストロボの取扱説明書をごらんください。 

• 露出制御は、通常のスト□ボ撮該（先幕シンク □) と同様です。 

〈露出補正ダイヤルの利用> 

TTL オート撮影では、スト□ボの発光量はカメラの露出補正ダイヤルに連動します。スト□ボ光量を 
調整して効果を出したいときは、露出補正ダイヤルを利用してください。 
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ガイドナンバー 36 ( ISOIOO ‘3 已 mm レンズ画角カバー時）の、クリップオンタイプの 
TTL 自動調光方式パワーズームオートスト□ボでず。スト□ボオートセットの機能を備え 
ていまずので、本機と組み合わせると、従来の TTL オートスト□ボの機能に加えて次の六 
つの機能をもった使いやすいスト□ボでず。 

• これらの機能は、カメラ上部のアクセサリーシューに直接スト□ボを取り付けた場合のみにご使巧いただけまず。 
TL 冉延長コードや TLA 増'なシステムを利巧して、カメラのアクセサリーシューから離して使用するとさは、スト 
□ボには自動セットされません。 

■スト□ボオートセット機能を備えた当社 TL 冉スト□ボはスト□ボ取り付け脚の接点び已箇所になっています。 

〈1.オートセツト機能> 


スト□ボ 

機能 

撮影感度の 

絞り値の 

撮影モード 


自動セット 

自動セット 

TTL 才ート 


〇 

〇 

が部測光オート 


〇 

X 

マニュアル 


〇 

〇 

マルチ発光 


〇 

〇 


〇：カメラ側のセツトによりスト□ボにを自動セツトしまず。（スト□ボ充電完了時) 
X :スト□ボには自動セツトされません。 


〈2•照射角のオートセット〉 

カメラに取り付けたレンズの焦点距離に合わせて、自動的にスト□ボの照が角がセットされまず。 

■セットのしかた 

カメラのアクセヴリーシユーにスト□ボを取り付け、スト 
□ボの電源を" ON " にずるとカメラに取り付けたレンズに 
含わせてスト□ボの照射角が自動的にセットされまず。 

このときスト□ボの表示パネルには、自動セツトされた照 
射角び3日 mm 巧レンズの焦点距離で表示されます。 



• セットされるレンズの焦点距離は、 24mm、28mm、 3已 mm、 已 0mm、70mm、 8已 mm です。 

• ズームレンズ装着時は、上記の範囲でレンズのズー S ングに連動します。 

• スト□ボの表示び "AUTO ZOOM" のときレンズを交換すると、交換したレンズに合わせて照射角び再セット 
されます。 
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<3. 照射角の手動セット〉 

スト□ボのズームボタンを巧ずと、手動セツトになりまず。ズームボタンを巧ずごとに 
ZOOM 焦点距離が切り營わりまずので、帝望の焦点距離を表示パネルに表示します。 


〈4.スト□ボ光量の補正〉 

" TTL 才ートスト□ボ撮影"モードで行いまず。他のモードでは、補正ずることができません。 

• 補正は一 3EV 〜+ 1EV の範囲で1/3ステップごとに行えます。 

• ストロボの補正は、カメラの露出補正の値を基準にして発光量を補正しまず。たとえば、カメラの露出補正を 
■+1", ストロボ側の補正を "+1'’ とすると、スト□ボの発光量は +2EV になりまず。 

J スト□ボの" SEL " ボタンを巧しまず。 

• スト□ボの表示バネルに補正目盛び表示され、 ■+/ —"マークび点滅します。 


2 


スト□ボの"アップ/ダウンボタンを巧して補正目盛を希望ずる値にしまず。 


〇再度 " SEL " ボタンを巧しまず。 

マークび点灯表示になり、補正のセツトび完了です。 


• スト□ボ表おパネルの補正目盛は、スト□ボ側の補正量を表示します。 

• スト□ボ側の補正量び" 0" (補正しない）ときは、8秒後に補正目盛は消むします。 

〈瓦"才ート OFF"、" 才ート ON " 機能〉 

スト□ボの電源スイッチを"オート OFF " にセットしたとを、スト□ボの電源が約80秒で 
自動的に日 FF になりまず。またカメラのシャッターボタンを半巧しずることで"オート 
ON " になり、スト□ボの充電が開始されまず。 

長時間のスト□ボ撮影時、省電効果がありまず。 

<6. シューストッパー〉 

TLA 3 目日の"取り付け脚"には、スト□ボび不用意に力 
ラか5はずれないようにシューストッパー(抜け防止機樹 
びついています。力方ラの取0付け、取りがしの際は必ず 
"取り付け脚"の指標にシュー□ック U ングの指標を含わせ 
てか5巧って < ださし、。 



※上記のほかにを多くの特徴を持ったスト□ボですので、 TLA3 日0の取扱説明書を併せてご覽になり、多彩なス 
卜□ボ撮影をお楽しみください。 
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3. TLA ストロボながの X 接点を巧用でをる化のスト□ボによる撮影 



カメラにスト□ボを取り付け、露出モードレ 
パ’一を" X "にセツトしまず。 


シャツタースピードは、1/12己秒にな0ます。 


• シャッタースピードはシャッターダイヤルびどの位置にあって 
ち変わりません。 


2 


絞りをセツトして撮影しまず。 


絞0は使用するスト□ボの取扱説明書に従って決めてくだ 
さい。 


• ダイレクト接点ではない、コードを必要とずるスト□ボは、カメ 
ラ側面のシンク□ターミナルに接続してください。 
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臟方法 


フ□ントコマンドタイヤルの 
応用操作 

ドライブモードや撮影感度の手動設定などの香種の設定に使っているフ□ントコマンド 
ダイヤルを露出補正ダイヤル、またはシャッターダイヤルとして使ラことびできます。 
力方ラを持ち直すことなく、ファインダーから目を離ずことなく、撮影に集中したまま 
素早い操作を巧ラことびでさまず。 


7 . 露出補正ダイヤルとして使う 


指標 露出補正ダイヤル 

グ U —ンポジション 

C 

露出補正ダイヤル 
□ック解除ボタン 



トップ表示パネル 



露出補正ダイヤル□ック解除ボタンを押しなび5霞出補正 
ダイヤルを回し、グ U —ンポジションを指標にセットして 
くださし、。 

このときトップ表示ノなルに露出補正目盛び表示され、露 
出補正量は1/3ステップになります。 

CF 設定で]/2ステップにすることびできます。 （P91) 


2. シャツタータイヤルとして使ラ 



シャッターダイヤ>1レのグ U -ンポジシヨンを指標にセット 
して < ださい。 

<3^ CF 設定で]/2ステップにすることびできます。 （P91) 

• セツトの解除はシャッターダイヤル□ック解除ボタンを押しな 
びらシャッターダイヤルを回してください。 


シャッターダイヤルおよび露出補正ダイヤルの両方共グ U - ンポジションにセットしたときは、設 
定されている露出モードにより、コマンドダイヤルの働きは次のよラになります。 

露出モード " Tv 、 M " : シャッ タースピードの設定 
露出モード " Av 、 P " :震出補正値の設定 
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再生と满ま 


撮影した画儘を見た0、撮影情報(露出やヒストグラムなど）の確認あるいは消去の方法 
について説明しまず。長時間使用するとさは AC アダプターにつないでください。 

• 記録方式び " RAW" の時は画债表示されません。また "TIFF" のときはサムネイル表示になり、 
ズーム表示はされません。 

■ 画像再生オフ時間を変更することびできます。 （P 扫已） 








7. 7 コ 7 まがで届る 


電源プラグ 



カメラ巧プラグ 冉 C アダプター 

(が部電源ソケットへ） 




2 



メインスイッチ 



モードダイヤル 



長時間使用ずる場合は、 AC アダプターをつないでくだを 
い。 

A 仁アダプターの電源プラグを家庭巧1日日 V コンセントに 
差し込み、カメラ用プラグを力方ラの外部電源ソケットに 
差し込みます。 


1 撮影済みのコンパクトフラッシュを入れまず。 
(P19) 

入れかたは P ] 日をご覧ください。 


2 メインスイッチを ON にし、モードダイヤルを 
"囚"にしまず。 

液晶モニターに、最後に撮影した画像び再生されます。 

• 記録方式び " RAW " のときは画撒表示されません。ブルー画面 
にファイル名のみ表示されまず。また TIFF " のときはサムネイ 
ル表示になります。 


〇リアコマンドダイヤルを矢印①方向に回ずと撮 
^影した順に順送り、矢印®方向に回ずと逆送り 
がでをまず。 
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• 再生画像のズーム表示と撮; 


再生した画像を 2.5 倍と已倍に拡大してピントの確認をずることができまず。また、撮影 
画像の撮影情報、露出情報•ヒストグラムなどの確認がでをまず。 


〈標準画像（プレーン）表示〉 



〈撮影情報表示〉 


249-KICX0735.JPG 


撮がモード 

Av 

mm 

F 5.6 

シバタ-スピ-ド 

1/250 

S 出巧正 

+0.3 

唐度 

に0100 

画質モード 

JPEG 3 

賊日時 

2002.04 .15 15:25 


画像再生中に D 旧 PLAY ボタンを巧ずと押ずごとに 
次のように表示内容が変わりまず。 

標華画像（プレーン）表示^撮影情報 -^x 2.已ズーム表示 
一 X 日ズーム表示ーヒストグラム表示一標準画像表示 a ソ 
後繰り返し） 

• 画像再生時、最初の画债表示を"ヒストグラム表示"にすること 
びでをます。 CP 8 己） 

• どの表示画面であってを"日 ACK " ボタンを巧すと最初の画像表 
示（標準画傲またはヒストグラム表示）に戻ります。 

• RAW 画徹は再生でさません。パソコンでご確認ください。 

• TIFF 画像はズーム表示でをません。 


〈撮影情報〉 

この画面では次の内容が表示されまず。 

①撮影モード 
③絞0値 

感シャツタースピード 
@霞出補正 
⑥感度 
衝画質モード 
③撮影曰時 
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249-KICX0735.JPG 


249-KICX0735.JPG 


Av 

1/250 

F8 

田 a 0.0 


〈X 2 .已ズーム表示〉 


〈X己 ズーム 表示〉 


〈ヒストグラム表示〉 


〈ズーム表示とズーム位置の選択〉 

ファインター内の日箇所のフォーカスフレームの位置の画 
儘を、それぞれ2.日倍、曰倍に拡大して表示します。 また、 
X 2.日及び X 日ズーム表示時、 U アコマンドダイヤルを回 
して表示位置を次の順に変更することびでをます。 


②左上 ⑥右上 



⑤左下 ④ち下 


〈ヒストグラム〉 

この画面では次の内容び表示されまず。 

①ルさな画儘、八イライト警告 （*) 

@撮影モード 
③ シャッタースピー ド 
@絞0値 
⑤震出補正 

® ヒストグラム〔輝度分巧グラフ） 

(*) セツトアップ;ニューで愈八イライトを ON に設定時 
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3. 撮該画像のプロテクト(保護) 



残したい画像を誤って消去しないように保護したり、不要な画像を消去ずることができま 
ず。 



249-KICX0734.JPG 

をコマ消ま 
プロテクト 
マルチ表示 


2 


249-KICX0734.JPG 

テクト 
マルチ表示 


3 


249-KICX0733.JPG 




4 


249-Kia0733.JPG 因） 

I プロテクトを解除しますか？ 


解除 

ちる 


〈撮影画像のプ□テクト（保護)〉 

大切な画像を間違って消さないよラにする機能です。この 
機能は複数の画像を削除するとさ、全消去の機能と併用す 
ると便利です。 

コンパクトフラッシュをフォーマット（初期化 P 83) ずると、 
コンパクトフラッシュの記録巧容はプ□テクトした画慷も含め 
全て消去されますのでご注意ください。 

1 画像再生中に "•§" (消'去）ボタンを巧ずと図の 
ような消去 モー ド画面び表示されまず。 

• 消まモード画面表示中に再度 "■§" ボタンを巧すと元の再生画 
傲表示に戻ります。 

2 リア〕マンドダイヤルを回して"プ□テクド 
を還び " aJ " ボタンを巧します。 

3 リアコマンドダイヤルでプ□テクト（保護）す 
る画像を選択し " aJ " ボタンを巧します。 

a . "プ□テクトしますか？"と画面表示が出まずの 
で青窓び"設定"になっていることを確認して 
"♦ J " ボタンを巧ずと図のような画面になり、プロ 
テクト完了でず。 " BACK " ボタンを巧して3の画面 
に戻しまず。 

プ□テクトされた画像は画面ち上に " On " マークび表示 
されます。 

• プ□テクトしないとをは"戻る"を選んで " 4 J " ボタンを巧す 
かまたは " BACK " ボタンを巧してください。 

プ□テクトを続ける場合は3〜4を繰り返してくだ 
さい。また、操作の中止や終了は " BACK " ボタンを 
2度巧して標準画面に戻してください。 
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249-KICX0733.JPG 

プロテクトしますか？ 


設定 

ちる 


プ□テクトを解除ずるときは、1〜3の操作を巧う 
と"プ□テクトを解除しまずか？"の画面表示びで 
まずので青窓が"解除"になっていることを確認し 
て" " ボタンを巧ずとプ□テクト絕除になり図の 
ような画面になりまず。 " BACK " ボタンを2回巧し 
て2の画面に戻しまず。 



249-KICX0734.JPG 

をコマ消去 
プロテクト 
マルチま示 


3 


249-KICX0728.JPG 




4 


249-KICX0728.JPG 



<1コマ消去〉 

不要な画像を消去します。 

*1 画像再生中に"而"ボタンを巧ずと図のよ5な 
1消去モード画面び表示されまず。 

• ミ肖去モード画面表示中に再度" -曲" ボタンを押すと元の再生画 
像表示に戻ります。 


2 


リアコマンドダイヤルで"1コマ消ち"を還び 
"♦ J " ボタンを巧しまず。 


3 


リアコマンドダイヤルで消去画像を選択し 
"♦ J " ボタンを巧しまず。 


4 


"消去しまずか？"と画面表示が出まずのでリア 
コマンドダイヤルで"実行"を選びまず。 


• 消ましないときは"キャンセル"を選んで " ボタンを巧し 

ます。（巨冉 CK ボタンを巧してもキャンセルでをまず。） 

• プ□テクト（保護）されている画傲は消去できません。また"消 
去しまずか？"の画面になりません。 

• プ□テクト(保護)されている画债はプ□テクトをはずせば消ま 
で击まず。 P 80) 


5 


"♦ J " ボタンを巧ずと、還んだ画像び消ちされ 
ます。 
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249-KICX0734.JPG 


1 コマ消去 
全コマ網 
ホテクト 
マルチ表示 


2 


249-KICX0734.JPG 



〈全コマ消去> 

プ□テクトされている画像を除いたすべての画像をミ肖去し 
ます。 


1リアコマンドダイヤルで"全コマ消去"を選び 
1 " aJ " ボタンを巧しまず。 

〇 "全消ちしまずか？"と画面表示び出ますのでリ 
ム アコマンドダイヤルで"実巧"を還びまず。 

• ミ肖去しないとをは‘キャンセル’を還んで ■ ♦ J " ボタンを押し 
まず。 

• プ□テクト（保護）されている画像はミ肖去でさません。 

• プ□テクト(保護)されている画像はプ□テクトをはずせば';肖モ 
でさまず。 P 80) 

〇 " aJ " ボタンを巧ずと、プ□テクトされている 
^ 画像を除いた全ての画像び消去されまず。 
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249-KICX0734.JPG 

をコマ消去 
プロテクト 
飞/レチ表示 


2 




〈マルチ表示〉（画像の一覧表示） 

液晶モニターに目画像ずつ再生します。画憬を選ぶとさに 
便利な機能です。またこの機能は再生-消去-プ□テクト 
などのメニューと併用して使ラことをでさます。 

1リアコマンドダイヤルで"マルチ表示"を選び 
1 " aJ " ボタンを巧しまず。 


2 


リアコマンドダイヤルで希望の画像を選びまず。 


3 "< J " ボタンを巧ずと、選んだ画像び再生され 
"1 コマ表示"の標準画像になりまず。 

• " tnr ボタンを巧すと消まモード画面になり、 " D に PLAY " ボ 
タンを押すと再生モードの撮影情報画面になります。 

• 2のマルチ表示の時、 "■§ "ボタンを押すと消去モードメニュー 
び併用でをます。 

• RAW 画憬はブルー画面にファイル名のみ表示されます。また 
TIFF の画徹はサムネイル表示になります。 
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4. コンパクトフラッシュのフォーマッ 





2 



ま巧 

キャン七ル 


3 


◄ ◄ ◄ 


コンパクトフラッシュをフォーマット（初期化）します。 


コンパクトフラッシュを初期化すると、コンパクトフ 
ラッシュの記録内容はプ□テクトした画儘も含奴全て 
消去されますので、コンパクトフラッシュの記録内容を 
十分に確認してから行ってください。 

1 モードダイヤルを "SETUP" にし、リアコマン 
ドダイヤルを回して "CF フオー マット"を選び 
まず。 


2 " 扛"ボタンを巧ずと"フオーマツトしまず 
か？"の画面になりまずので、リアコマンドダ 
イヤルを回して"実行"を選び "*J" ボタンを押し 
まず。 


3 フ オー マツト中は画面表示が図のようになり、 
フ オー マツトが完了ずると1の画面に戻りま 
ず。 


• 他のカメラやコンピュータなどで初期化したコンパクトフラッ 
シュを使用すると、正しく動作しない場合びあります。その場合 
はこのカメラで初期化してください。 
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セットアップの使いかた 

セットアップでは次に説明する1己メニューびあります。 
メニューの内容を希望の内容に設定することびできます。 







このカメラには、次の表のように、1己項目の"セットアップメニュー"を搭載していまず。 
お買い上げ時は、標準的な機能（初期設定）にセットしてあります。 

(この取扱説明書では"初期設定"の状態で説明しています。） 

セットアップ設定内容を変更したい場合はに."メニュー内容"の変更のしかた」 （ P 8 日）をご覧くだ 
さい。 

〈セツトアップメニュ-覧表〉 


メニュー内容 

メニュ ー 

初期設定 

変更設定 （1) 

変更設定（吕） 

変更設定 （3) 

参照 

ぺージ 

①階調 

標準 

1」ニァ 

硬調 

軟調 

87 

感輪郭強調 

標準 

弱 

強 

- 

87 

③ W.BAL 

(ホワイトバランス） 

既定値選択 

ワンプッシュ 

- 

- 

87 

® 彩度 

標準 

< + > 

<-> 

- 

扫7 

⑥ REC レビュー 

なし 

あ D 

- - 

88 

愈レビュー表示 

プレーン 

ヒストグラム 

- - 

8召 

⑦ A イライト 

OFF 

ON 

- - 

88 

愈再生オフ時間 

2分 

已分 

…分 

なし 

88 

感モード□ック 

(電源 OFF 時の設定の 
ままのモードで ON) 

ON 

OFF 

- 

- 

88 

⑩設定リセット 

(キャンセル） 

実行 

- - 

8召 

⑩ CF フォーマット 

(キャンセル） 

実行 

- 

- 

88 

遐)連番リセット 

(キャンセル） 

実行 

- 

- 

扫9 

® 日付設定 

2002年 

1月1 曰 

購入後設定し 
直して < ださい 

- 

- 

89 

⑩言語 LANGUAGE 
(モニター表示言語） 

曰本語 

ENGLISH 

- 

- 

- 

婚) クリーニング 

キャンセル 

実行 

— — 

89 
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の変更のしかた 



メインスイッチ 


3 


SET- 

-UP 

レビュー表示 

プレーン 

八イライト 

OFF 

再をオフ時旧 

2分 

モードロック 

ON 

設をリ七ット 



メニュー選択 


5 



方ニュー内容選択 

6 



メインスイッチを ON にし、モードダイヤルを 
"SETUP" にしまず。 


2 


液晶 モニターにセツトアップのメニューび 表示 
されまず。 


3 


リアコマンドダイヤルを回して青窓を動かし、 
希望のメニューを還おしまず。 


4 ボタンを巧しまず。 

メニューの内容び表示されます。 


リアコマンドダイヤルを回して " aJ " を動か 
し、希望のメニュー内容を還択しまず。 


6 " aJ " ボタンを巧しまず。 

メニューの内容びま定し、セツ ト アップメニュー画面に戻 
0ます。 
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—にごいで 


<1. 階調〉 

撮影時、画像の階調を次の4種類か5選べまず。撮影シーンや使用目的に応じて選んでくだ 
さい。 



暗 入力 明 


① 標準 

中間域での階調変化を強調しています。 

② リニア 

明るいところか5暗いところまで、均一な変化になりま 
す。 

感 硬調 

標準に比べてコントラストを高めに設定しています。 

④ 軟調 

標準に比べてコントラストを低めに設定しています。 


〈2.輪郭強調> 

撮影時、画像の輪郭部をデジタル処理し輪郭をはっきり浮を立たせる機能でず。適応ずる強 
さをお選びいただけまず。 

①標準 ③弱 ③強 


〈3. W.BAL (ホワイトバランス)〉 

光の状況に応じて順応ずる人間の目と異なり、このカメラに使用している CCD は白を白く 
写ずために太陽光や室内の電球-壁光ななどの光源に合わせて色補正が必要でず。 

この力ラのホワイトバランスのセットは"既定値選択"または"ワンプッシュ"方式で行います。 

① 既定値選択： 

このカメラの標準として備えるホワイトバランス既定値です。 P 已2の表を参考に撮影する環境に適 
したホワイトバランス既定値をお選びください。 

③ ワンプッシュ： 

いろいろな光源びミックスしているときや、より厳密なホワイトバランスをとりたいときにはこの 
モードにして < ださし、。 

• 絞り込みボタンを押しなびらのワンプッシュホワイトバランスの設定はでさません。 

<4. 彩度〉 

色のあざやかさの程度を調整しまず。 

①標準 

③ <十>:あざやかさを高めます。 

感 < 一 >:あざやかさを抑えます。 
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〈己. REC レビュー〉 

撮影時、撮設結果をずぐにモニターしたい場合に使用しまず。 

①なし：□侶 PLAY ボタンで表示しまず。 ③あ〇 :撮彰後、自動で表示しまず。 

※表示した画像はシャッター半押しで';肖なします。画像び表おされてしぶときはシャツタータイムラグび長くな 
りまず。 


〈己.レビュー表示〉 

REC レビュー画像の表示内容。 

① プレーン（標準画像）： 

液晶モニター画面一杯に画像を表示します。 

② ヒストグラム： 

露出チェックや捕正量の ffi 握に便利な輝度分巧をグラフ化したちのをサムネイル画像に合わせて表 
7 JT します。 


〈ス八イライト〉 

ヒストグラム表示時、サムネイル画像上に撮影画像の露出オーバーぎみの箇所(いわゆる白 
とび）をフリッカー表示し、ま意を促しまず。 

① OFF (D ON 

〈8.再生オフ時間〉 

再生表示時間の自動オフ時間をセットしまず。 

①吕分 @5分 ③10分 ④なし（連続再生） 

<9. モード□ック〉 

バワーオフ時の設定のままで次回パワーオンしまず。 

① ON 

感 OFF : 次回メインスイッチ ON 時には、記録方式•ホワイトバランスび初期設定に戻ります。 
(JPEG 1、已己〇 Ok ) 

<10. 設定リセット> 

言語選択と撮影画像のカスタム設定と日付設定を除く全ての SETUP 項目を巧期化 

キャンセル/実巧 

〈1 1. CF フォーマット〉 

コンパクトフラッシュに記録されている画像やフォルダーを全て削除しまず。（メモリー 
力一 ドの初期化)プ□テクトしてある画像も消されまずので、記録内容を十分確認してか5 
巧ってください。 

キャンセル/実巧 
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<12. 連番リセット〉 

この機能を実巧ずると、フォルダを新規に作成して、そこに画像データを記録しまず。（連 
番リセットと呼びまず。）撮影場面が変わるとをなど画像データの記録管理に便利でず。 

キャンセル/実行 

連番リセット前：撮影した順に、番号をファイル名につけて記録されます。 

連番リセット後：新たにフォルダび作5れ、 " Kicx 日日 01. jp 呂（または. raw 、. tif )" から順に新しいフォ 
ルダに記録されます。 

• 作成できるフォルダは1 OOcxbox 〜日 OOcxbox です。 

• フォルダ番号を] 00に戻したいときは、コンパクトフラッシュを装てんしないで連番 U セットを行うと、フォル 
ダ番号は1 OOcxbox、 ファイル番号は Kicx 日001 .jpg (または. raw、 .が）に設定されます。 


コンパクトフラッシュ コンパクトフラッシュ 


I I D_contax 

1 OOcxbox 


Kicx0001.jpg 

Kicx0002.jpg 

Kicx0003.jpg 

Kicx0004.jpg 

KicxOOOS.joa 


[]D_contax 
— I ]10Ocxbox 

- Kicx0001.jpg 

—— Kicx0002.jpg 

- Kicx0003.jpg 

- Kicx0004.jpg 

I - Kicx0005.jpg 


—II 」 101cxbox 
' - Kicx0001.jpg 


.フオルタ 

ファイル 


連番 U セツト前 


連番リセット後 


〈1五日付設定〉 

現在の年月日•時刻の設定を巧いまず。設定ち法は P21 をご覧ください。 

<15. クリーニング〉 

撮像部のク U- ニングを巧うときに使用しまず。詳しくは P 10已をご覧くださし、。 

キャンセル/実巧 
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カスタム機能について 

このカメラの機能は、さまざまな撮影スタイルに応じて変更することがでさます。 
ご自身のスタイルに合わせて設定してください。 


ち種設ち 


7 . カゾラ操作のカスタム 



このカメラには、次の表のように、21項目の"カメラ操作カスタム機能"を搭載していま 
ず。お買い上げ時は、標準的な機能（内容番号の標準設定 "0") にセツトしてあります。 
(機能番号®を除 <*1) 

この取扱説明書では"日"の状態で説明しています。 

カスタム機能を変更したい場をは「カスタム機能のセツトのしかた」 （ P 目 2) をご賣ください。 

• カスタム機能をセツトするとカメラの機能や操作手順び変わります。この「カスタム機能」のページをよくお読み 
いただを、正し<ご使巧<ださい。 


〈1 •カスタム 機能一覧表〉 


内容番号 

機能番号 

標準設定 （0) 

変更設定 （1) 

変更設定(吕） 

変更設定 （3) 

①パワーホールド時間 

1巨秒 

]吕砂 

8秒 

4砂 

③シャッターボタン半押しで 

AE □ック 

AE □ックしない 

AE □ックする 

- 

- 

感露出チェックボタンの AE □ック 

SW 化 

AE □ック機能無し 

AE □ック機能有り 一 

- 

④フ□ントコマンドダイヤル. 

シャッター設定ステップ 

1.0 Tv 

0.5 Tv 

- 

- 

愈フ□ントコマンドダイヤル. 

露出補正ステップ 

0.3 EV 

0.5 EV 

- 

- 

愈評価測光時のファインダー内メー 
夕一表示 （* 1 ) 

中央重点平均測光 
との差 

スポット測光との差 

露出補正値 
(*1) 

- 

③露出 ABC の順番 

スタンダードー 
オーバー-►アンダー 

オーバ——^スタン 
ダードーアンダー 

- 

- 

⑧フォーカス ABC 補正幅 

装着レンズの 
開放被写界深度 

装着レンズの開放 
被写巧深度2倍 

- 

- 

感フォーカス ABC フォーカスモード 

MF 

S 冉 F 

- 

- 

祗フォーカス ABC をピン有無 

後ピン有り 

後ピン無し 一 

- 

⑩ AF 補助光点灯•有無 

点む有0 

点灯無し 一 

- 

輕 AF 合焦音•有無 

有り 

無し 一 

- 

慰シャッターボタン半押し時 
スーパーインポーズ（*2) 

有り 

無し 

- 

- 

顿合焦時のスーパーインポーズ（*2) 

有り 

無し 一 

- 

曠曠祗機能番号は表示されまずが 
設定はできません 

- 

- 

- 

- 

お)絞り込みボタン操作方法の切り替え 

押している間 
絞り込み 

巧す毎に絞り 
込み W 開放 

- 

- 

曠スト□ボ撮影時のプ□グラム TTL 
制御 

Av 、 Tv、P 

P — 

- 

透)" M " 時フォーカスボタン機能 

S 冉 F 

CAF 

- 

- 

感ズームレンズ装着時の絞り植表示 
(*3) 

絞りリングに 
ちわせる 

ズーミングに 

連動させる 

- 

- 
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標準設定 （0) 変更設定 （1) 変更設定 (2) 変更設定 （3) 

磯お杳5 

CLE ： カスタム機能の初期化 カスタム機能（①〜翅）の内容びすべて標準設定になります。 

• この状態で露出レバーを " CF " がにすると、それまでセットした 
カスタム機能の内容びずべて標準設定" 0" の状態になりまずのでご 
注意ください。（*4) 

(* 1 ) 機能番号愈「評価測定時のファインダー内メーター表お」のみ、お買い上げ時の設定び変更設定に） r 露出補 
正値」になっていまず。 

(*2) フオーカスフレームび一瞬 赤く照明されます。 

(*3)このカメラはズーミングによって開放絞り値（明るさ）び変化するレンズ（例：バ U オゾナー 24-8 已 mm 
F 3 .已 -4 .已）をご使用の場合にを、実絞りはズー S ングに連動させずに絞り U ングでセットした値になるよラ 
にカメラ側で制御しまず。ズーミングに連動させて絞り値を変化させたい場合はカスタム機能番号翅を変更 
設定 （1) にセットしてください。 

(*4)機能番号愈も標準設定の）になります。 


<2. カスタム機能のセツトのしかた〉 



カスタム機能セツト状態 


3 


CFllS 

5-( 









露出モードレバーを、 "CF" にセットしまず。 


トツプ表示ノ ネルに"機能番号と巧容番号"び表示され、撮 
影操作のカスタム機能セツト状態になります。 


〇フ□ントコマンドダイヤルを動かして"機能蚕 
^号"を選びまず。 


〇フオーカスボタンを巧して内容番号を選びまず。 


4露出モードレバーを撮影モードの位置 （"CF"、 
* "旧 0" むが）に戻しまず。 

これでセツト完了でず。 

表示パネルび通常の表示に戻り " CF " は消えます。 


♦セツトした機能を全て初期化するときは、前記2、で " CLE " を 
表示させた後、露出モードレバーを露出モードの位置（"巳 F "、 
" ISO " しががに戻してください。 
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2. デジタル機能のカスタムセット 


このカメラは撮霞時の記録ち式と SET-UP メニユーの4項目の内容をデジタル機能のカス 
タムセツトで A，B の2組登録ずることができまず。撮彰目のに合わせて使い分けると便利 
でず。 


〈1.登録できる SFT-UP メニュ ー〉 


内容 

メ ニュー 項目 

巧期設定 

変更設定 （1) 

変更設定(吕） 

変更設定 (3) 

変更設定 (4) 

①記録方式 

JPEG 1 

TIFF 

RAW 

JPEG 2 

」PEG 3 

③階調 

標準 

1」ニァ 

硬調 

軟調 

- 

③輪郭強調 

標準 

弱 

強 

- 

- 

④ W.BAL 

(ホワイトバランス） 

既定値選択 

ワンプッシュ 

- 

- 

- 

愈彩度 

標準 

< + > 

<-> 

- 

- 

愈 REC レビュー 

なし 

あ0 

- 

- 

- 


〈2.登録のしかた〉 


2 

CUSTOM 


カスタム巧定 
カスタム登を 


3 



1"イ i •"(記録方式）とセットアップメニューの4 
1項目を希望の内容にセットしまず。 

セットで法は、記録方式は P 49、 セットアップ^ニューは 
P 8 己、8日をご覧ください。 


2 


モードダイヤルを回して "CSM" (カスタム設 
定モード）にセツトしまず。 


3 


リアコマンドダイヤルを回して"カスタム登録" 
を選びボタンを巧しまず。 
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輪が強巧 お 

W.BAL 7ンプッシュセット 

彩度 < + > 

REC レビューなし 


A リアコマンドダイヤルを回して" A " を選び 
4 ■■♦J" を巧ずとカスタム登録" A" の内容が巧定 
しまず。 

U ア表示バネルに "CSM A " び表示されます。 


同様に1~3設定を U アコマンドダイヤルを回して 
"B " を選び "♦ J" を巧ずとカスタム登録" B" の内 
容が巧定します。 

U ア表示バネルにで SM B " び表示されます。 


〈五使いかた> 


1メインスイッチを ON にし、モードダイヤルを 
1 "CSM" にセツトずると、 "CUSTOM" 画面に 
なりまず。 


〇青窓び"カスタム設定"になっていることを確 
認して、ボタンを巧ずと"カスタム設定 
画面"になりまず。 


3 リアコマンドダイヤルで" A " または" B " を選 
び、 " aJ " ボタンを巧しまず。 

モニター表示びカスタム設定モードに戻0、 IJ ア表おバネ 
ルにセットしたカスタムモードび表示されます。 

• "A " または" B" 還択時、それぞれのセットアップメニュー内容 
び表あされまず。 

4 モードダイヤルを"〇"にセツトして撮影して 
<ださい。 



CUSTOM 


カスタム巧定 
カスタム登録 


2 



"カスタム設定"クイック呼び出し 

Q (撮影モード）設定時、次の操作でカスタム設定を呼び出すことびでさます。 


カスタム A " : " DISPLAY " ボタンを押しなび5 " BACK " ボタンを押します。 
カスタム目"： " DISPLAY " ボタンを押しなび5 ボタンを押しまず。 
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PC モードについで 


PC モード 


このカメラは PC (パソコン）と IEEE1394 を介して直接接続し、 RAW データを連続的 
に撮影ずることができまず。またパソコンか6の操作で、シャッターを切ることもできまず。 
このモードを使用ずるためには、 IEEE1 394インターフェイスを備えたパソコンと、別売 
の"コンタックス RAW データデべ□ッパーキット"が必要でず。 



• コンパクトフラッシュ内の画像をパソコンで加工をすると、その画徹を力方ラで再生することびでをなくなりま 
す。 

• Windows Me、XP のサムネイル画徹再生で、画徹を回乾するとカメラで再生することびでさなくなります。 

• Winclows2 日00、 XP で巳] 2 M 巨未満のコンパクトフラッシュを NTFS、F 冉 T32 でフォーマットして力ラに 
装着すると"カードエラーでず"と表示されます。カメラでフォーマツトし直してください。 
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主なアクセサリー 

撮影領域を広げる主なアクセヴ U - を紹介します。 
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. 液晶ビューフアイン ダー FE -1 



コンタックス N DIGITAL に取り付けて使用する電モビユーファインダーでず。 

主な機能はなのよ5にな D まず。 

①カメラのファインダー巧フォーカシングスク U - ン上①画像と液晶表示ををそのまま LC □画面に 
表。しまず。 

⑤露出補正設定量に応じて LCD 画面が変化しまず。 

③ カメラの露出 ABC 補正を設定ずると、次の露光に巧ずる補正量に応じて LCD 画面が変化しまず。 
• ③の露出補正併巧の場合は、それを加味した画面になります。 

④ カメラの AE □ックを設定ずると□ック時の値を冨華に LCD 画面が変化しまず。 

⑤ カラー/白黒切り換え可能 

• LCD 表示可能な精度範囲び CCD と異なりますので、撮影結果と同等の表示にはなりません。 LCD 画面は参考と 
してご利巧 < ださい。 
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シャッターボタン 



プラグ 


スライドスイッチ 


ケーブルスイッチ LA タイプは、兰脚などを利用しての接写や望遠撮影、あるいはカメラか 
S 離れてシャッターを切るときに使用しまず。特に接写や望遠撮影ではシャッター時のカメ 
ラぶれを防ぐことがでをまず。 

撮影はケーブルスイッチのシャッターボタン（半巧し機能付）で行いますび、長時間露光や連続撮影に 
便利なスライドスイッチを設けてあ0ます。 

コードの長さは LA- 已日び巳日 cm、LA- 曰日日び巳 m です。 

〈取り付け〉 

ケーブルスイッチのプラグをカメラのケーブルスイッチソケットに差し込みます。 


〈撮影〉 


ケーブルスイッチのシャッターボタンを巧ずと、カメラのシャッターボタンと同じ働ををし 
まず。半巧しで測距•測光•フォーカス □ック 等、全押しで シャッ ターが切れて撮影が行われ 
まず。 

長時間露光または連続撮影を巧うときは、スライドスイッチを利用すると便利です。スイッチを手前に 
引くと（ホい指標び見えます)、その間シャッターび作動を続け、元に戻すとシャッターび閉じて撮影 
び終わります。 
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CONTAX N DIGITAL に CONTAX 64 已システムのレンズを使用出来るアダプターでず。 
N DIGITAL の フォー カス ABC モー ドを除いて使巧できまず。 

〈マウントアダプターとレンズの取り付けかた〉 

1. マウントアダプターのボディ取り付け指標①をカメラのレンズ指標②に合わせてはめ 
込み、矢印ち向に回して取り付けまず。 

2. レンズの指標啸色）③をアダプターのレンズ取り付け指標④に合わせ、矢印ち向に回 
して取り付けまず。 

〈取り外しかた〉 

1 . レンズを取りがずときは、マウントアダプターの取り外しボタンを矢印ち向⑥にスライ 
ドさせたまま、反時計ち向⑥に回して取りがしまず。 

吕.マウントアダプターを取りがずときは、カメラのレンズの取り外しボタンを巧しなが5 
マウントアダプターを反時計ち向に回して取りがしまず。 
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. フォーカシンクスク U — ン F 乂タイブ 



N DIGITAL 用のフオーカシングスクリーンは、 FX -1 〜3の3種類が用意されており、撮 
影目的や用達に応じて交換ずることびできまず。交換ち法は次ページをご覧ください。 
(フオーカスフレームはフオーカシングスクリーン上には刻印されておりません。） 

• フオーカシングスク U —ンは高精度に仕上げられておりまずので、絶対に手で触れないでください。 

FX -1 (水平スプリット式） 

中央のスプ U ット部、周辺のマット部の2つの部分でピントを合わせることびでさます。 

FX -2 (全面マット式） 

標準装備品。全面をマット状にしたスク U —ンで一般撮影に適しています。 

FX -3 (方眼マット式） 

全面マツト式に方眼を入れたスクリーンです。複写など厳密に構図を決定するときに適しています。 
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〈フオーカシングスクリーンの交換のしかた〉 

《各スクリーンには、交換用のピンセツトび付属していま 
す。必ず付属のピンセツトをご使用 < ださい。 

スクリーンの交換は、次のよラにしてください。 

J スクリーンの取りはずし 

①レンズを取りはずしてか6カメラのスクリーン交 
換つめを指の巧などで軽く巧しまず。 

スクリーンが枠ごと下がりまずか5、静かにおろ 
して < ださい。 

③スクリーンの突起部をスクリーンに付属のピン 
セツトではさんで取り出しまず。 

® 取り出したスクリーンは、ケースの溝に立ててお 
くとミちれや傷をつけるむ配がありません。 

〇スクリーンの取り付け 

® 取り付けるスクリーンの突起35をピンセツトでは 
さみ、下がっているが内に入れまず。次に枠の突 
起部（交換つめ）をピンセツトでカチツと止まる 
ところまで静かに巧し上げてください。 

最後に指で軽く巧し、確実に入っているか確認し 
て < ださい。 

これで取り付けは完了でず。 


• フオーカシングスク U —ンの交換は必ず専巧のピンセツトを使 
用し、 S ラー面、およびスク U —ンに傷や指紋をつけないよラに 
注意してください。 

• スク U —ンにごみびついたときは、プ□ワーで吹き飛ばすか、柔 
らかいレンズ刷毛で軽く化ってください。 

• 取り付けかたび不完全ですと撮影中にスクリーンびはずれて破 
損したり、レンズの着脱びできなくなることびあります。このと 
きは、専門的な赃置を必要としますので最寄りのサービスステー 
シヨンにお持ちください。 

• 使わないスク U - ンは、スク U - ンケース内の図解に従って収納 
しておいて < ださい。 
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N DIGITAL ボディを保護ずるケースでず。 








その他 
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7 . 撮像部のク U — ニンク 


撮儘部 （ CCD 及びフイルター)はフイルムを使用するカメラのフイルムの役目を果たします。この撮 
像部にゴミやホコ U び付くと、撮影した画儘に黒い点や影などび写り込むことがあ0ます。 

このよラな場合にはなの手順で撮像部をクリーニングしてください。 

ただし、撮條部は非常にデリケートですので、クリーニングび必要なときはできる限0当社サービスセ 
ンターへお申し付けください。 

クリーニングを行ラ際は、電源は必ず付属の AC アダプターをご使用ください。電池ホルダー使巧によ 
るクリーニングは、液晶モニターに警告でが表示され、クリーニングはできません。 


2 



メインスイッチ 



モードダイヤル 


3 



4 


クリーニングしますか？ 


ま巧 

キャン七ル 



レンズを取りはずしまず。 ( P 18) 


• レンズを装着した巧態では、ク1」ーニングはでをません。 


メインスイッチを ON にし、モードダイヤルを 
" SETUP " にセットしまず。 


3 リアコマンドダイヤルを回して"ク U - ニング" 
を選巧し、 " aJ " ボタンを巧します。 


4 


"クリーニングをしまずか？"の画面になりまず 
ので、リアコマンドダイヤルを回して"実巧"を 
還択しボタンを巧します。 
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5 


m 

お了 



7 


クリーニング中 


お了 
巧続 


ミラーが上がりシャッターが開き、液晶モニ 
ターには"クリーニング中"が表示されまず。 


6撮像部をクリーニングしまず。 

ブ□ワー（市販品）で慎重に撮憬部表面のゴミやホコリを 
吹を飛ばしてください。 


y クリーニングを終了しまず。 

ク U —ニング作業び終了したら、 U アコマンドダイヤルを 
回し"ク U - ニング中"表示の"終了"を選択し、 " ボ 
タンを押します。 

シャッターび閉じ、 S ラーび下び0ます。液晶モニターは 
元の "SETUP" 表示に戻ります。 

• S ラーび下びるまでレンズは取り付けないで<ださい。 


• ク U —ニング中は、カメラの電源を絶対に切らないでください。電源び切れるとシャッターび閉じますので、撮债 
部やシャッター幕損傷の原因になることびあります。 

• 巧などで直接撮像部を拭かないでください。撮憬部表面に傷びつくことびあります。 

• ブ□アーは、ブラシの付いていないものを使用してください。ブラシを使用すると、撮慷部の表面に傷び付くこと 
びあ0まず。 

• ブ□アー先端はマウント面より奥に入れないでください。停電などにより電源び切れると、シャッターび閉じ 
シャッター幕破損の原因になります。 

• ブ□ワーは強く吹かないでください。強く吹くとシャッターの変形や破損の恐れびあります。ボンべタイプのプ〇 
ワーは絶対に使わないでください。 
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参照頁 


sni 申 
巧疋 

モード 


モニター表示 


IJ ア表示パネル 


巧客 


J 广 EG 3 


撮影 
モード 
(レビュー 
表のなし） 


撮影画像表示なし 


"カバーが開いてし、 
ます"表示 


"力ードびあ0ま 
撮影 せん’’表术 

モード 

(レビュー 

表示ぁり ） iiiiiiiiiiii 
■■■BlMDKniDlMI 


□ 


点滅 


-d 


カードマークなし 


J 广 EG 3 


□ 


点滅 


二 d 


カードマークなし 


JPEG 3 

た触。 


■ カードカバーび開いています。閉 
じて <ださい。 

• 力ードエラーです。フオーマット 
して < ださい。 

■ カードびありません。カードを装 
着してください。 


■ カードカバーび開いています。閉 
じて < ださい。 

• カードエラーです。フオーマット 
して < ださい。 

• カードびありません。カードを装 
着してください。 


83 


消去実行中 


19 


83 


19 


47 


■■■1 ■■脚別口—国 



ズーム画像等に移行中 


4白 


再生 

モード 


• カードカバーび開いています。開 
じて < ださい。 


点滅 


カードびあ0ま 
せん"表示 

カードマークなし 


JPEG 31 • カードびありません。カードを装 

_着してください。 


"カバーび開し、て 

I 、= t す"ま三 


が EG 3 


□ 


カードエラーです" 
表示 


I JPEC 3 

-お。 


点滅 


カードエラーで ず。 フ オー マット 
して < ださい。 
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参照頁 


STb ホ 
巧疋 

モード 


モニター表示 


リア表示パネル 


巧客 


再生 

モード 


■■■脚□■口 ■□■■■ 



ズーム画像等に移行中 


77 


■■■圍ん ] KMM 


JPEG 3 

た触 D 


消去実行中 


80 
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し シャツタースピードと絞り値の表おについて 


1000 
已〇日 
2已〇 
125 
60 
30 
15 


7 
4 

8 
色 


2800 
2000 
1400 
1000 
700 
已〇〇 
3已〇 
2已〇 
180 
125 
90 
60 
4已 
30 


絞り値 
全モ—ド 


32 


1已 


16 


20 


32 


4000 巨 200日 


色000 8 4000 


8000 10 8000 — 1 


Av または PS 、 および Tv または Tv または M のシャッターダイヤル 
M のフ□ントコマンドダイヤル 設定時および Tv または M のフ□ン 

(0.5 TV ) 設定時 トコマンドダイヤルり Tv ) 設定時 


シヤッタースヒード 


シャッタースピードおよび絞り値は次のように表示されまず。 

• シャッタースピードの表示は "8000" (1/8000 砂）から "32" " (32 秒）まで表示されます。カメラの露出モー 
ドび" Av "、 " P " のときは絞りに応じた値を1/2段階ごとに、 " Tv " " M " のときはセットした値を表示します。 
" X "にセットしたときはシャッタースピードは "12 已"び表示されます。 

"巨"にセットしたときはシャッタースピードは " buLb " と表示されまず。 

• 絞り値は、使用レンズの絞り範囲内で1/2段階ごとに値び表示されます。ただし、1/2段のさらに間で作動する 
ときは近い表示で示されます。たとえば絞り値び f 3. 3のときは "3 .已"と表示されます。 


1 8 4 2 1 2 4 


おが縮 >1こう户 Y , 和. 


おが揣う户 Y み—か^'户 


43201122458,1,6,2 
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5056505840742 
58272963198 R- 5443222111 
433221111 
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『故障かな？』と思われてら、修理に出ず前にらラー度次の表で症状と解ミ夫ち法をご確認く 
ださい。 


操作 


電源 


撮影 


症状 

原因 

解ミ央方法 

参照頁 

表示パネルに表示び出な 

• 電池び入っていない。 

• 電池を入れる。 

17 

い。 

■ 電池び完全に消耗してい 

• 蓄電池を充電する。 

— 


る。 

• 電池び逆向をに入ってい 
る。 

• 電池を正しく入れ直す。 

17 

撮影時電池容量マーク 

• 電池び消耗している。 

• 蓄電池を充電する。 

— 

"〇!"び点滅する。 




ファインダー内表示び 

• 視度び合っていない。 

• 視度調整ダイヤルを回して、調整 

18 

はっきり見えない。 


して < ださい。 


シャッターび切れない。 

• コンパクトフラッシュの撮 

• 新しいコンパクトフラッシュを 

— 


影可能記録容量び足りな 

入れるか、または不要な画像を消 



い。 

去してください。 



• ドライブモードび"セルフ 

• 他のドライブモードに切り替え 

24 


タイマー"モードになって 
いる。 

る。 


写真びぼけている。 

• ピントび合っていない。 

• ピントを正しく合わせる。 

29 


• シャッターボタンを巧すと 

• 力;ラぶれを起こさないよラに、 

27 


をにカメラぶれを起こして 

シャッターボタンを静かに押し 



いる。 

ます。 



• 遅いシャッタースピードに 
なる。 

• =脚をご使巧ください。 


露出補正マークび点滅し 

• 露出補正をかけたままに 

• 露出補正ダイヤルを" 0" に戻す。 

已9 

ている。 

なっている。 



露出 A 己巳撮影または 

• シャッターボタンから指を 

• 3コマ撮影し終わるまでシャッ 

38、 

フオーカス A 日 C 撮影で 

早く離している。 

ターを巧し続ける。 

60 

1コマしか撮影でをな 

• コンパクトフラッシュの撮 

• 新しいコンパクトフラッシュを 

— 

い。 

影可能記録容量び足りな 

入れるか、または不要な画像を消 



い。 

去してください。 


トップ表示パネルの撮影 

• 露出冉日 C またはフォーカ 

• 露出 A 巨 C レバーをで"または 

38、 

可能コマ数カウンターび 

ス A 己 C モードになってい 

フオーカスダイヤルをフオーカ 

60 

点滅している。 

る。 

ス ABC モードし义列•にしてくださ 


(00) 政外 


い。 


シャッターボタンを半巧 

• カスタムファンクションび 

• カスタムフアンクションを‘‘ 2- 

91 

しずると、測光マークび 
点滅する。 

"2-1" になっている。 

0" にしてください。 


カードアクセス LED 点 

• 画像の記録中。 

• シャッターを切ることびでをな 

4已 

滅。 


い時は、消な（記録完了）までお 
待ち < ださい。 


撮影したのに撮影巧能コ 

■ 撮影した画像のファイル 

• 記録方式や被写体の状態にぶるを 

— 

マ数び変わらない。 

サイズびかさかった。 

のなので、特に問題ありません。 
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操作 


再生 


症げ 

原因 

解巧方法 

参照頁 

液晶モニター再生中の画 
债び消えている。 

• 再生設定時間をこえると自 
動的に消えます。 

• " DISPLAY "、" MENU "、 
" W . 日 AL "、" BACK " のいずれか 
のボタンを巧すと、再生び始まり 
ます。 

扫己 

再生画面にノイズびあり 
見づ5い。 

• 力ラの近くに磁石等、臟 
気を発をするものびある。 

• 力 y ラを、磁気を発生するちのか 
5遠ざけて < ださい。 

— 

液晶モニターに"カード 
エラー表术。 

• この力 y ラで取り扳いでを 
ないフォーマット形式のコ 
ンパクトフラッシュであ 
る。 

• パソコンで再生してください。 



• コンパクトフラッシュび正 
し < 装着されていません。 

• コンパクトフラッシュを装着し 
直してください。 

19 

画傲を消去したのに撮影 
可能コマ数び増えない。 

• 消去した画傲の容量びかな 
かった。 

• 記録方式や被写体の状態による 
わのなので、特に問題ありませ 
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型式 

撮像面面サイズ 
撮像素子 
カメラ有効画素数 
記録画素数 
記録ち式 

記録媒体 
ファイルサイズ 


ホワイトバランス 
才ートホワイトバランス 
画質調整 
液晶モニタ 
再生表示 
レンズマウント 
シャッターお式 
シヤッタースピード 


シンク□接点 

セルフタイマー 
シャツ ターレリーズ 
露出制御 

測光方式 
測光連動節囲 
(旧0100、 F 1.4) 

撮影感度 
AE □ツク 
露出補正 
露出 ABC 機構 

スト□ボ調光連動方式 
スト□ボ同調 
スト□ボオートセツト機能 
を幕シンク □ 

測距方式 

フオー カス ABC 機構 


フォーカルプレンシャッター式 AF / 冉 E —眼レフデジタルカメラ 
24 X 3巨 mm 

3己 mm フルフレーム正方画素 RG 巨原色 CCD 
629万画素 

604万画素 (3008 X 2008画素） 

JPEG (圧縮率]/4、 1/8. ]/1已 ）、 R 白巨- TIFF、RAW Cl 2 bit ) 

CRAW データは専用 RAW データ処理ソフトにより現懷でをます） 

:コンパクトフラッシュ™力ード（タイプし n 準拠 ）、 Micro Drive ™ 

: JPEG 1 (1/4 圧縮） 約 3 M 己 

JPEG 2 (1/8 圧縮） 約1.己 M 日 

JPEG 3 (1/1 巨圧縮）約0.8 MB 
RG 日 - TIFF 約] 8 M 日 

RAW 約 9 M 己 

オート、スト□ボ、壁光む、色温度設定（既定値から選択)、ワンプッシュ-プリセット 
内蔵専巧センサーによる 
トーンカーブ、輪郭強調、夥度 
2.□型低温ポリシリコン TFT カラー液晶20万画素 

1コマ、日コマインデックス、再生ズーム、ヒストグラム表示、八イライト警告表示可能 

コンタックス N マウント 

縦走行フォーカルプレンシャッター 

Av、P : 32秒〜]/80曰0砂 

Tv、M :シャッターダイヤル設定.... 4砂〜]/8000秒 
Tv、M :電子ダイヤル設定.... 32秒〜]/8000秒 
巨 ：バルブ 

X :1/12己秒 

: X 接点 （1/2 已〇砂し: TF で同調） 

ダイレクト接点、およびシンク□ター S ナル付き 
電子式、作動時間2秒、]0秒 
電デレ U —ズ方式、専用ケーブルスイッチソケット付 
①絞り優先オート 霞シャッター優先オート③プ□グラムオート 

@マニュアル露出 愈 TTL オートスト□ボ 

: TTL 評価測光/中央重点平均測光/スポット測光切り替え式 
:評価測光 ： EV □〜 2] 

中央重点平均測光： EV 0 〜2 ] 

スポット測光 ： EV 3 〜 2] 

IS 02 己〜400相当 （1/3 ステップ） 

徹面光量記憶方式 

+ 2 EV —2 EV (1/3 または]/2ステップで設定可能） 

露出の ABC レバーの設定による露出補正 
補正幅+ 日. 3 EV /+ 0.5 EV /+ 1 EV 
: TTL ダイレクト調光方式 

:専巧スト□ボの充電完了によりシャッタースピード自動切り替え 
:スト□ポオートセット機能付を当社スト□ボと組み合わせることにより可能 
:搂幕シンク□機能のある当社スト□ボと組み含わせることにより可能 
:己点 TTL 位相差お出ち式 

:フォーカスダイヤル設定による自動フォーカス補正機能 








ファインダー 

:ペンタプ U ズム使用のアイレベル型（□ングアイポイント式） 

-視野率...-95% . 倍率.. ..0.73 倍 

(已 0 mm 標準レンズ無限患視度- ] D のとき） 

アイピースシャッター付 

視度補正 

:視度補正機構内蔵、補正範囲一 3 D 〜+ ]D (別売 FM タイプ、2種類） 


フオーカシングスクリーン： 全面マツト式を標準装備、スク U —ン交換可能 （ FX タイプ) 


ファインダー内表示 

:フォーカスフレーム、露出冉己 C マーク、フォーカス A 巨 C マーク、撮影可能コマ数カウン 
ター/セルフタイマー時間/露出 ABC 、 フォーカス A 日 C 撮影順序/測光マーク、スト □ 
ボマーク、フォーカス表示、絞り値、シャッタースピード、露出メーター/露出補正値/ 
測光差、露出補正マーク、マニュアル露出マーク 

トップ表示パネル 

:撮影巧能コマ数カウンター/セルフタイマー時間/露出 ABC 、 フォーカス A 日 C 撮該順 
序/バルブ経過時間、フォーカスフレーム選択表示、露出補正値（露出補正ダイヤル•グ 
U - ンポジション時)、ドライプマーク、電泡容量マーク（撮該時)、絞り値、シャッター 
スピー ド/撮影感度/カメラ部カスタムフアンクシ ョン 

リア表示パネル 

:撮影可能コマ数カウンター、記録ち式、ホワイトバランス、ニュー部カスタムセット、 
メモ U —カード未装着警告、再生電池容量マーク 

ドライブモード 

:1コス連続、セルフタイマー2砂、10秒 


連続撮影 ：最高約3コマ/砂（フル充電蓄電池使用、常温、当社撮影基準による） 

撮影可能コマ数カウンター： トッスリア表示パネル、ファインダー内とち減算式（トップ表示パネルおよびファイン 
ター内は 日日 枚政 上を日日 と表示） 


アクセサ U — シュー 
パ部インターフェイス 
電源 

バッテリーチェック 
撮影 コマ数 

:タイレクト X 接点 （ TLA スト□ボ連動接点付） 

: IEEE 1394 

:単3形ニッケル水素蓄電池4本、専巧 AC アダプター 

:自動チてック式、表示パネルに表示 

:約30 0] マ牌温、 JPEG 3、 当社撮影基準による） 

* 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影コマ数は少なくなります。 

* シャッターボタン半押しを続けたり、 AF のみを行って撮影をしないなどの操作を頻 
繁に行ラと、撮影コマ数はみなくなります。 

その他 

:露出チェックボタン、絞り込みボタン、 AF 補助光付、カメラ部カスタム機能、方ニュー 
カスタムセット、縦位置シャッターボタン（□ックあり） 

寸法、 質量 

:1已2 (幅） X 138 (高さ） X 7 日.已（奥行き ） mm 

1000旨（電池アイカップ別） 

同涵品 

:単3形ニッケル水素電池、急速充電器、 AC アダプター、ストラップ、 CCD データ CDR 


※仕様•外観の一部を予告なく変更ずることびありますのでご了承ください。本製品の機能をフルに活巧していただ 
くためにを、交換レンズ、およびアクセサ U —類は当社製品のご使巧をおすすめします。コンタックス用として巿 
販されている他社商品を使用して生じた事故や故障については、当社では保記いたしかねます。 





参考資料 


写真の参考になる知識や、このカメラのデータを紹介します。 



7. DIGITAL 写真の 



〈コンパクトフラッシュ〉 

ル型方モリーカードです。厚みによ0 Type I と 
Type n びあります。この力^ラは両方に対応し 
ています。 

〈マイクロドライブ〉 

コンパクトフラッシュ Type n サイズの超か型 
八ードディスクです。構造上、振動や衝擊に弱い 
ので取り扱いにはごミ主意ください。 

〈露出〉 

撮儘素子にあてる光の量のこと。 

写真の撮影を行ラとさは、絞り開□量とシャッ 
夕一の開閉時間によ0、撮憬素テにあてる光の量 
を調節します。 

〈シャッタースピード〉 

力^ラ本体に組み込まれ てし' \るシャッタ ー は撮像 
素テにあたる光の量を、シャッターび開いている 
時間の長さで調節します。このシャッターを開い 
ている時間の長さをシャッタースピードと言いま 
す。 

〈絞り値〉 

レンズに組み込まれている絞りは、レンズを通り 
撮像素テにあたる光の量を、開口部を拡げた0縮 
めたりして調節します。この開口部の大ささを絞 
り値と言います。 

〈旧0感度〉 

銀塩フィルムび、どの程度の光まで感応するかを 
IS 日 （International Standardization 日「呂 ani - 
zation - 国際標準化機構）で定めた数値で表して 
います。このデジタルカ^ラでも銀塩フィルム感 
度に準じてに日感度を使用しています。撮影環境 
に合わせて感度を設定してください。 

に日値びルさいほど光に対する感度び低くなり 
ます。シャッタースピードを遅くしたり、絞0を 
開けて撮影することびでをます。 IS 日値び大きい 
ほど光に巧する感度は高くなります。かない光の 
量で感応しますので、暗いところでの撮影や高速 
シャッターでの撮影びできます。しかし画儘にノ 
イズび入ったりする場合びあります。 


く JPEG 〉 

Joint Photo 呂 「aphic Experts Group の略で力 
ラー静止画像を圧縮保存するための画像形式で 
す。圧縮率び高くなるほど復元時には画像び冀化 
します。 

〈 TIFF 〉 

Ta 复 Ima 呂 e File Format の略で、 ビッ ト マッ 
プ画像を保をするためのファイル形式です。 
DTP (デスクトップ•パプリッシング）などで広 
<使われています。 

〈 RAW 〉 

圧縮を行わずに、撮憬素テの画像データをそのま 
ま記録します。記録した画像はパソコンで加工し 
ます。記録した画像をパソ]ン上で開くには専用 
ソフトび必要です。 

〈フ オー マット〉 

コンパクトフラッシュのフオーマットとは、コン 
パクトフラッシュ内の画像記録びでをるよラに初 
期化することです。コンパクトフラッシュ巧に記 
録されている全てのデータび消去されます。記録 
内容を十分に確認してか5フォーマットを実行し 
て < ださい。 

〈 CCD パラメーター〉 

より高品質な画像を提供するために、 CCD 上で 
の欠陥情報や素テごとの感度のバラツキに関する 
情報など、各カメラに搭載する CCD 固有の情報 
のことです。 

〈ヒストグラム〉 

撮影した画像データの明るさ分布を示すグラフで 
す。横軸は左か5ちへ黒^グレー-^白までの明る 
さの階調を、縦軸は各明るさ階調の登場回数の累 
積を表します。画像の内容にをわせて露出浦正を 
巧ラ時などに使用します。 
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r 電池の入れかた」に関するご注意 

電池十側の凸部が電池ホルダーの十側接点の凹部に正しく収まるよラに蓄電池を挿入してください。 
A 電池を無理に入れると、接点の破損やショート、発熱、発火の原因になります。 

被覆のはがれた電池は絶巧に使用しないでください。 



Precautions Regarding the 
Loading of Batteries 

Insert batteries into the Battery holder so 
that the convex part on their positive (+) side 
is placed in the concave part on the positive 
contact point of the holder properly. 


Do not insert batteries forcibly, since the 
battery may cause damage or short 
circuit of contacts, generate heat or emit 
flame. 

Never use exposed batteries with 
insulation stripped off. 


Vorsichtshinweise zum Einlegen 
der Akkus 

Die Akkus so in den Akkuhalter einlegen, 
class der konvexe Teil am Pluspol (+) jedes 
Akkus einwandfrei in den konkaven Teil am 
positiven Kontakt im Inneren des 
Akkuhalters eingepasst wird. 


Die Akkus beim Einlegen nicht forcieren, 
da die Kontakte anderenfalls beschadigt 
Oder kurzgeschlossen werden konnen 
und die Gefahr von Warmeentwicklung 
Oder Brand besteht. 

Auf keinen Fall Akkus verwenden, deren 
Ummantelung sich teilweise abgel 扫 st hat. 


Precautions relatives a la mise 
en place des piles 

Inserez les piles dans le logement de sorte 
que la partie convex© sur leur cote positif (+) 
soit pose convenablement dans la partie 
concave sur le point de contact positif du 
logement. 


N'inserez pas les piles en forgant, car 
elles pourraient endommager les 
contacts ou les court-circuiter, produire 
de la chaleur ou emettre une flamme. 
N'utilisez jamais des piles a nu, du fait 
que leur isolant a ete arrache. 


Precauciones para la insercion 
de las bate パ as 

Insert© las baterias en el compartimiento de 
las baterias de modo que la parte convexa 
de su lado positive (+) quede correctamente 
en la parte concava del punto de contacto 
positive del compartimiento. 


No inserts las bate パ as forzandolas, 
porque podria danar las baterias o 
causar cortocircuitos de los contactos, 
generando calor y pudiendose originar 
hasta fuego. 

No emplee nunca baterias danadas ni 
desprovistas de la parte de aislamiento. 
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